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鴻
池
幸
武
・
武
智
鉄
二
関
係
資
料
に
つ
い
て
本
稿
で
紹
介
す
る
鴻
池
幸
武
に
宛
て
た
豊
竹
古
靱
太
夫
の
書
簡
二
十
三
通
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
演
劇
博
物
館
に
籍
を
置
く
、
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点
の
研
究
資
料
と
し
て
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
同
拠
点
の
公
募
研
究
チ
ー
ム
（
代
表
・
児
玉
竜
一
）
よ
り
演
劇
博
物
館
に
寄
贈
す
る
形
で
公
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
鴻
池
幸
武
お
よ
び
武
智
鉄
二
に
関
連
す
る
資
料
群
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
購
入
元
の
書
店
か
ら
特
に
明
か
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
旧
蔵
者
は
吉
田
幸
三
郎
と
の
こ
と
で
あ
る
。
鴻
池
幸
武
の
旧
蔵
品
と
、
吉
田
幸
三
郎
自
身
に
よ
る
収
蔵
品
が
、
最
終
的
に
吉
田
の
手
元
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
吉
田
幸
三
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
を
は
じ
め
多
く
の
旧
蔵
品
は
散
逸
し
た
と
聞
く
の
で
、
元
の
全
貌
は
も
は
や
確
認
す
る
す
べ
は
な
い
。ま
ず
は
、
仮
に
「
鴻
池
幸
武
・
武
智
鉄
二
関
係
資
料
」
と
名
付
け
る
資
料
群
の
全
体
を
概
観
し
て
お
く
。
資
料
は
、（
一
）
書
簡
、（
二
）
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
、（
三
）
小
冊
子
類
、（
四
）
上
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、（
五
）
写
真
、（
六
）
そ
の
他
、
以
上
六
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
（
一
）
の
書
簡
は
、
以
下
に
翻
刻
紹
介
す
る
、
鴻
池
幸
武
宛
て
の
古
靱
太
夫
書
簡
二
十
三
通
の
ほ
か
、
大
谷
友
右
衛
門
（
六
代
目
）、
文
字
太
夫
改
め
六
代
目
竹
本
住
太
夫
、
斎
藤
清
二
郎
、
文
楽
座
中
村
利
雄
か
ら
の
も
の
、
各
一
通
が
あ
る
。
ほ
か
に
「
東
京
都
京
橋
区
／
中
村
□
□
郎
」
と
封
筒
の
差
出
人
部
分
が
破
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
封
筒
の
な
か
に
は
若
き
日
の
七
代
目
中
村
芝
翫
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
が
三
枚
入
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
差
出
人
は
当
時
の
名
跡
「
中
村
児
太
郎
」
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
（
二
）
ノ
ー
ト
類
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
金
杉
彌
太
郎
氏
事
／
豊
竹
古
靱
太
夫
／
御
秘
蔵
書
籍
目
録
／
昭
和
拾
壱
年
拾
月
壱
日
現
在
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
、
レ
ポ
ー
ト
用
箋
六
十
九
枚
に
及
ぶ
筆
写
目
録
で
あ
る
。
豊
竹
古
靱
太
夫
所
蔵
の
浄
瑠
璃
資
料
は
、
昭
和
二
十
年
三
月
十
四
日
の
大
阪
大
空
襲
に
よ
っ
て
鴻
池
幸
武
宛
て
豊
竹
古
靱
太
夫
書
簡
二
十
三
通
│
鴻
池
幸
武
・
武
智
鉄
二
関
係
資
料
か
ら
│
小
島　
智
章
児
玉　
竜
一
原
田　
真
澄
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灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
目
録
は
書
籍
（
浄
瑠
璃
丸
本
ほ
か
）
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
戦
前
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
記
録
し
た
貴
重
な
も
の
と
な
る
。
小
島
が
研
究
発
表
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
歌
舞
伎
学
会
）
を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
の
報
告
に
俟
つ
。
た
だ
し
こ
の
ノ
ー
ト
は
鴻
池
幸
武
の
手
跡
で
は
な
く
、
別
人
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
考
証
は
別
稿
に
俟
ち
、
後
記
の
み
を
転
写
し
て
お
く
（
段
落
は
本
文
通
り
。
意
味
の
取
り
や
す
い
よ
う
適
宜
一
字
空
き
を
設
け
た
）。
昭
和
拾
壱
年
九
月
廿
八
日
午
前
十
時
過
　
住
吉
の
豊
竹
古
靱
太
夫
事
金
杉
彌
太
郎
師
を
訪
問　
故
石
割
氏
葬
儀
の
席
上
に
て
同
師
に
初
挨
拶　
後
に
新
義
座
興
行
に
て
拝
眉
せ
り
。
偶
々
廿
六
日
文
楽
座
に
て
同
師
に
廿
八
日
に
訪
問
し
た
き
趣
を
述
べ
て
快
諾
を
得
た
り
。
　
斯
く
し
て
同
師
宅
に
て
親
し
く
謦
咳
に
接
す
る
栄
を
得
た
り
。
容
童
顔
の
師
は
幣
袴
の
書
生
輩
に
謁
す
る
に
礼
を
極
め
た
り
。
か
ゝ
る
平
常
の
柔（マ
マ
）し
さ
を
親
し
く
見
る
に
つ
け
同
師
の
舞
台
の
緊
張
を
誰
か
推
案
し
得
る
や
。
舞
台
に
あ
つ
て
は
一
分
の
隙
も
な
く
古
戦
場
に
て
の
武
士
の
魂
は
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
や
う
に
覚
ゆ
　
対
談
約
二
時
間
珍
書
を
随
分
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
り
同
師
所
蔵
の
目
録
と
八
百
屋
お
七
（
後
日
附
の
分
）
を
拝
借
せ
り　
前
者
は
同
師
一
日
も
欠
く
能
は
ざ
る
も
の
な
る
に
よ
く
御
貸
し
被
下
た
り
と
同
師
の
寛
容
に
し
て
よ
く
人
を
誘
導
す
る
所
以
を
知
り
た
り　
以
て
知
遇
に
応
ず
べ
く
至
急
書
写
せ
り
　
九
月
卅
日
写
了
◎
随
分
誤
字
と
覚
し
き
も
の
多
数
見
当
り
た
り
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
正
字
に
書
換
へ
る
が
至
当
な
れ
ど
も
正
字
正
訓
は
他
の
書
に
よ
り
て
も
知
る
を
得
べ
く
考
へ
た
る
に
よ
り
す
べ
て
古
靱
師
書
写
の
儘
写
せ
り
。
鴻
池
幸
武
の
自
筆
ノ
ー
ト
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
文
楽
興
行
で
の
配
役
を
筆
写
し
た
も
の
な
ど
二
冊
。
ご
く
一
部
に
上
演
時
間
の
メ
モ
が
あ
る
の
が
貴
重
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
の
内
の
一
冊
に
、
漢
字
と
ロ
ー
マ
字
で
署
名
の
練
習
を
し
た
と
覚
し
き
試
し
書
き
が
あ
り
、「
」「
」
と
あ
る
。
従
来
、
武
智
鉄
二
が
ぺ
り
か
ん
社
版
『
道
八
芸
談
』（
昭
和
62
年
）
の
解
説
で
「
幸よし
武たけ
」
と
ル
ビ
を
振
っ
た
そ
の
典
拠
が
つ
か
め
な
か
っ
た
が
、
鴻
池
「
幸
武
」
の
読
み
が
「
よ
し
た
け
」
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
で
確
定
で
き
る
。
草
稿
類
は
メ
モ
程
度
の
も
の
だ
が
、
三
味
線
の
持
ち
方
の
解
説
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
写
真
の
な
か
に
こ
れ
に
対
応
す
る
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
図
解
に
よ
る
啓
蒙
書
の
よ
う
な
計
画
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
女
形
に
て
足
の
あ
る
人
形
控
」
と
い
う
一
枚
の
メ
モ
も
あ
る
。
同
様
の
文
章
を
き
か
な
い
の
で
写
し
て
お
く
。
　
一
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵　
裏
門
の
段　
　
お
か
る
　
一
、
加
賀
見
山
旧
錦
絵　
草
履
打
段　
　
岩
藤
　
一
、
仝
右　
　
　
　
　
　
奥
庭
の
段
　
一
、
仝
右　
　
　
　
　
　
長
局
の
段　
　
お
は
つ
　
一
、
仝
右　
　
　
　
　
　
奥
庭
の
段
　
一
、
中
将
姫
古
跡
松　
　
雪
責
の
段　
　
岩
根
御
前
　
一
、
大
江
山
酒
呑
童
子　
　
　
　
　
　
　
有
明
御
前
　
一
、
碁
太
平
記
白
石
噺　
浅
草
雷
門　
　
お
の
ぶ
　
一
、
仝
右　
　
　
　
　
　
揚
屋
の
段　
　
お
の
ぶ
　
一
、
嬢
景
清
八
嶋
日
記　
日
向
島
の
段　
糸
瀧
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一
、
明
烏
六
花
曙　
　
　
山
名
屋
の
段　
お
か
や
　
一
、
伊
賀
越
道
中
双
六　
新
関
引
抜　
　
お
福
　
一
、
戻
り
駕
色
相
肩　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
り
　
一
、
花
競
四
季
寿　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
女
　
一
、
仝
右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
寺
小
町
　
一
、
増
補
大
江
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
菜
（
三
）
小
冊
子
類
は
、
文
楽
関
係
の
冊
子
三
点
。
「
豊
竹
古
靱
太
夫
追
善
」
と
墓
石
に
記
し
た
意
匠
の
袋
に
収
め
ら
れ
た
『
追
悼　
雁
の
つ
ら
ね
』
七
丁
（
無
刊
記
）
は
、
初
代
古
靱
太
夫
の
追
善
句
集
。
『
二
世
義
太
夫
竹
本
播
磨
少
掾
』
十
八
頁
は
、
昭
和
三
年
九
月
八
日
の
二
世
義
太
夫
追
慕
会
と
墓
所
（
夕
陽
丘
の
天
瑞
寺
）
標
石
寄
付
を
記
念
し
た
も
の
。
木
谷
蓬
吟
「
二
世
義
太
夫
竹
本
播
磨
少
掾
に
就
い
て―
初
代
竹
本
政
太
夫―
」、
阪
井
久
良
岐
「
二
世
義
太
夫
標
石
揮
毫
に
就
い
て
」、
福
良
竹
亭
「
阿
波
浄
瑠
璃
と
私
の
関
係
」
を
収
め
る
。「
石
割
蔵
」
印
が
あ
り
、
石
割
松
太
郎
旧
蔵
。
『
文
楽
展
覧
会
出
品
目
録　
附
・
人
形
浄
瑠
璃
年
表
』
二
十
四
頁
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
大
阪
高
麗
橋
の
三
越
で
開
か
れ
た
展
覧
会
（
上
方
郷
土
研
究
会
主
催
・
大
阪
市
後
援
）
の
出
品
目
録
。
雑
誌
『
上
方
』
創
刊
十
周
年
記
念
の
展
覧
会
で
、
鴻
池
幸
武
も
「
二
代
目
團
平
肖
像
」
「
摂
津
大
掾
賛
、
越
路
太
夫
画
」
の
二
点
を
出
品
し
て
い
る
。
（
四
）
上
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
飛
行
館
で
上
演
さ
れ
た
「
創
造
劇
場
第
１
回
試
演
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
大
谷
廣
太
郎
（
の
ち
の
四
代
目
中
村
雀
右
衛
門
）
を
代
表
と
す
る
こ
の
試
演
会
は
、
鴻
池
幸
武
・
武
智
鉄
二
演
出
に
よ
る
「
太
功
記
十
冊
目
／
尼
ヶ
崎
の
場
」
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
で
名
高
く
、
こ
れ
が
武
智
鉄
二
の
初
演
出
に
あ
た
る
。
他
に
、
梅
本
重
信
演
出
「
田
舎
道
」（
阪
中
正
夫
作
）、
久
里
原
一
登
演
出
「
ア
ル
ギ
メ
ネ
ス
王
」（
ダ
ン
セ
ニ
イ
作
・
松
村
み
ね
子
訳
）
が
上
演
さ
れ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
鴻
池
幸
武
「
太
功
記
十
冊
目
」
に
就
き
」、
梅
本
重
信
「
廣
太
郎
君
」、
久
里
原
一
登
の
無
題
の
一
文
、
鈴
木
英
輔
「『
創
造
劇
場
』
に
」、
山
岸
荷
葉
「
風
に
鳴
る
若
竹
よ
」
を
収
め
る
（
全
十
四
頁
）。ほか
に
、
戦
後
の
武
智
鉄
二
演
出
作
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
五
点
。
こ
れ
は
吉
田
幸
三
郎
自
身
が
観
劇
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
修
禅
寺
物
語
」
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
四
日
か
ら
六
日
に
大
阪
朝
日
会
館
で
、
関
西
歌
劇
団
・
関
西
交
響
楽
団
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
。
朝
日
放
送
編
成
局
長
原
清
「
五
年
が
か
り
の
処
女
作
」、
朝
比
奈
隆
「
修
禅
寺
物
語
の
初
演
に
当
つ
て
」、
清
水
脩
「
日
本
の
オ
ペ
ラ
・
大
阪
の
オ
ペ
ラ
」、
武
智
鉄
二
「
演
出
の
む
ず
か
し
さ
」、
岸
井
良
衛
「
綺
堂
先
生　
最
初
の
日
の
思
い
出
」、
北
岸
佑
吉
「
面
の
こ
と
ど
も
」、
坂
東
鶴
之
助
「
歌
舞
伎
と
歌
劇
」、
岩
尾
良
治
「
オ
ペ
ラ
と
放
送
」
を
収
め
る
。
「
能
・
狂
言
の
様
式
に
よ
る
創
作
劇
の
夕
」
は
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
新
橋
演
舞
場
で
上
演
さ
れ
た
「
夕
鶴
」（
木
下
順
二
作
）、
「
東
は
東
」（
岩
田
豊
雄
作
）
の
二
本
。
木
下
順
二
「
上
演
に
あ
た
っ
て
」、
菅
泰
男
「
東
は
東
」―
戯
曲
と
演
出
と―
」、
武
智
鉄
二
「
演
出
雑
記
」、
戸
板
康
二
「
新
ら
し
い
「
夕
鶴
」
、
安
藤
鶴
夫
「
親
展
・
武
智
鉄
二
様
」、
沼
艸
雨
「
夕
鶴
」
抄―
「
東
は
東
」
の
こ
と
も―
」
を
収
め
る
。
「
関
西
歌
劇
団
創
作
歌
劇
第
一
回
公
演
」
は
、
昭
和
三
十
年
六
月
十
一
日
か
― 4―
ら
十
二
日
に
大
阪
三
越
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
「
白
狐
の
湯
」（
谷
崎
潤
一
郎
原
作
）
と
「
赤
い
陣
羽
織
」（
木
下
順
二
原
作
）
の
二
本
。
朝
比
奈
隆
「
日
本
民
族
の
新
し
い
演
劇
」、
武
智
鉄
二
「
創
作
歌
劇
の
創
造
」、
芝
祐
久
・
大
栗
裕
「
作
曲
者
の
こ
と
ば
」、
吉
村
三
郎
・
田
中
照
三
「
美
術
を
受
持
つ
て
」、
野
口
幸
助
「
関
西
歌
劇
団
の
こ
と
」
を
収
め
る
。
「
関
西
歌
劇
団
公
演　
第
二
回
創
作
歌
劇
」
は
、
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
三
日
と
十
四
日
に
産
経
会
館
で
上
演
さ
れ
た
「
マ
ン
ド
リ
ン
を
弾
く
男
」（
谷
崎
潤
一
郎
原
作
）、「
卒
塔
婆
小
町
」（
三
島
由
紀
夫
原
作
）
の
二
本
。
朝
比
奈
隆
「
新
し
い
夜
明
け
は
訪
れ
て
い
る
」、
武
智
鉄
二
「
谷
崎
・
三
島
歌
劇―
前
進
す
る
創
作
オ
ペ
ラ―
」、
谷
崎
潤
一
郎
「
マ
ン
ド
リ
ン
を
弾
く
男
」
に
つ
い
て
」、
芝
祐
久
「
作
曲
者
の
こ
と
ば
」、
三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
」
に
つ
い
て
」、
石
桁
眞
礼
生
「
卒
塔
婆
小
町
を
作
曲
す
る
ま
で
」、
Ｓ
「
第
一
回
創
作
歌
劇
の
事
」、
野
口
幸
助
「
歌
劇
団
か
ら
」
を
収
め
る
。
「
関
西
歌
劇
団
第
三
回
創
作
オ
ペ
ラ
公
演
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
に
大
阪
産
経
会
館
（
以
後
、
京
都
弥
栄
会
館
、
神
戸
新
聞
会
館
、
宝
塚
大
劇
場
へ
巡
演
）
で
上
演
さ
れ
た
「
夫
婦
善
哉
」（
織
田
作
之
助
原
作
）。「
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
ば
」
と
し
て
、
武
智
鉄
二
「
夫
婦
善
哉
考
」・
中
沢
昭
二
「
夫
婦
善
哉
よ
り
」・
大
栗
裕
「
作
曲
放
談
」・
朝
比
奈
隆
「
私
達
の
も
の
を
」・
鍋
井
克
之
「
オ
ペ
ラ
『
め
を
と
ぜ
ん
ざ
い
』
の
背
景
美
術
」・
田
中
昭
三
「
あ
る
冒
険
」・
岡
田
猪
之
介
「
オ
ペ
ラ
の
照
明
と
夫
婦
善
哉
」、
森
繁
久
彌
・
小
島
幸
・
木
村
四
郎
「
柳
吉
と
蝶
子―
森
繁
久
彌
を
囲
む
座
談
会
―
」、
中
谷
清
「
オ
モ
ロ
イ
な
あ
大
阪
弁
オ
ペ
ラ―
織
田
作
と
「
夫
婦
善
哉
」
―
」、
前
田
重
信
・
竹
中
タ
ツ
「
織
田
作
之
助
の
思
い
出
」
を
収
め
る
。「
武
智
鉄
二
後
援
会
設
立
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
囲
み
記
事
の
あ
る
こ
と
も
、
興
味
を
ひ
く
。
（
五
）
写
真
類
は
膨
大
な
量
に
及
ぶ
た
め
、
未
整
理
の
段
階
に
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
、
歌
舞
伎
関
係
（
明
治
の
古
写
真
、
明
治
後
期
か
ら
の
上
方
歌
舞
伎
、
昭
和
期
の
東
京
歌
舞
伎
な
ど
）、
文
楽
関
係
（
絵
は
が
き
、
文
楽
関
係
資
料
、
文
楽
関
係
者
墓
所
の
写
真
）、
美
術
関
係
、
人
物
、
を
中
心
と
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
文
楽
関
係
者
の
墓
所
の
写
真
は
、
後
に
掲
げ
る
古
靱
太
夫
と
の
書
簡
で
も
、
や
り
と
り
を
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
、
鴻
池
幸
武
旧
蔵
品
と
し
て
お
か
し
く
な
い
が
、
美
術
関
係
は
意
外
の
観
が
あ
る
。
美
術
関
係
は
陶
器
が
中
心
で
、
祥
瑞
の
作
品
の
写
真
を
多
く
含
む
と
こ
ろ
か
ら
、『
祥
瑞
の
研
究
』
の
著
書
も
有
す
る
石
割
松
太
郎
の
旧
蔵
品
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
小
冊
子
『
二
世
義
太
夫
竹
本
播
磨
少
掾
』
が
石
割
松
太
郎
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
石
割
没
後
に
遺
品
を
引
き
受
け
た
と
す
れ
ば
、
歌
舞
伎
関
係
写
真
に
も
石
割
旧
蔵
品
が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
楽
関
係
者
の
墓
所
の
写
真
の
掲
載
に
は
、
墓
所
の
現
管
理
者
へ
の
許
諾
等
の
問
題
も
あ
り
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
鴻
池
幸
武
と
武
智
鉄
二
が
同
席
し
て
い
る
写
真
を
、
図
版
と
し
て
掲
載
し
て
お
く
。「
第
一
回
浄
瑠
璃
研
究
座
談
会
」
と
し
て
日
比
谷
の
東
洋
軒
で
の
写
真
で
あ
る
。
食
卓
に
つ
い
て
腰
掛
け
て
い
る
右
か
ら
、
鴻
池
幸
武
、
武
智
鉄
二
、
金
川
文
楽
、
石
井
傳
一
、
平
井
眞
次
郎
、
吉
坂
玉
傳
、
大
津
山
栄
子
、
食
卓
の
左
側
に
腰
掛
け
て
い
る
三
人
が
右
か
ら
、
石
井
健
太
、
斉
藤
鳥
之
助
、
高
橋
十
三
三
。
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
の
が
右
か
ら
、
三
芳
有
楽
、
福
安
信
次
、
川
崎
金
次
郎
、
中
川
愛
水
、
井
上
信
、
松
尾
武
市
、
池
田
三
国
、
中
村
蘇
鳳
、
斉
藤
拳
三
、
中
野
三
允
、
大
山
一
径
、
岡
田
蝶
花
形
、
川
口
子
太
郎
、
高
橋
宮
古
、
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杉
本
英
、
新
藤
泰
観
、
内
田
富
太
郎
、
是
沢
九
似
、
小
島
古
清
、
芳
野
芳
子
、
と
あ
る
。
こ
の
内
、
金
川
文
楽
に
つ
い
て
は
金
川
文
楽
『
素
ッ
裸
人
生
』（
昭
和
38
年
・
金
剛
出
版
）、
岡
田
蝶
花
形
に
つ
い
て
は
岡
田
道
一
『
明
治
大
正
女
義
太
夫
盛
観
物
語
』（
昭
和
28
年
・
明
徳
印
刷
出
版
社
）、
川
口
子
太
郎
に
つ
い
て
は
戸
板
康
二
『
演
芸
画
報
・
人
物
誌
』（
昭
和
45
年
・
青
蛙
房
）
を
参
照
。
（
六
）
そ
の
他
と
し
て
、
駅
の
ス
タ
ン
プ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
鴻
池
幸
武
の
名
刺
が
残
さ
れ
て
い
る
。
豊
竹
古
靱
太
夫
書
簡
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
資
料
群
の
な
か
か
ら
、
本
稿
で
は
（
一
）
の
内
よ
り
、
鴻
池
幸
武
に
宛
て
た
豊
竹
古
靱
太
夫
の
書
簡
二
十
三
通
を
、
翻
刻
紹
介
し
た
い
。
鴻
池
幸
武
は
、
近
世
以
来
の
大
阪
の
豪
商
鴻
池
家
の
十
一
代
当
主
、
善
右
衛
門
幸
方
の
二
男
と
し
て
大
正
三
年
七
月
十
五
日
に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田
大
学
で
石
割
松
太
郎
に
学
び
、
昭
和
十
二
年
に
国
文
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
奉
職
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
が
、
正
式
な
職
名
と
嘱
任
時
期
は
、
そ
の
記
録
を
見
出
し
て
い
な
い
。「
ぞ
ろ
っ
と
し
た
扮
り
の
若
旦
那
風
」
で
、（
吃
音
と
伝
え
ら
れ
る
が
）「
た
し
か
に
少
し
不
自
由
だ
っ
た
か
と
思
う
」
と
い
う
の
が
、
演
博
時
代
に
そ
の
風
貌
に
接
さ
れ
た
郡
司
正
勝
先
生
か
ら
十
数
年
以
前
に
児
玉
が
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
校
友
会
名
簿
で
は
、
昭
和
十
七
年
の
住
所
は
大
阪
の
今
橋
二
丁
目
（
近
世
以
来
、
鴻
池
本
宅
の
あ
る
と
こ
ろ
）、
昭
和
十
八
年
は
「
目
黒
区
自
由
ヶ
丘
三
三
一
」
と
届
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
奉
職
時
期
と
関
わ
る
の
か
ど
う
か
、
な
お
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。
蒲
柳
の
質
の
う
え
に
吃
音
と
い
う
、
軍
隊
に
は
最
も
不
図
１
「
第
一
回
浄
瑠
璃
研
究
座
談
会
」
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向
き
と
思
わ
れ
る
御
曹
司
が
、
応
召
さ
れ
て
出
征
、
台
湾
を
へ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
り
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
八
日
戦
死
し
た
（
鴻
池
合
名
会
社
『
鴻
池
家
年
表
』）。
戒
名
は
「
英
徳
院
文
宗
幸
武
居
士
」
で
、
大
阪
市
中
央
区
中
寺
町
の
顕
孝
庵
に
墓
所
が
あ
る
。
さ
て
、
全
二
十
三
通
（
二
十
四
通
目
と
し
て
、
写
真
の
み
が
封
入
さ
れ
た
封
筒
が
残
さ
れ
て
い
る
）
に
お
よ
ぶ
書
簡
は
、
鴻
池
幸
武
か
ら
の
手
紙
を
受
け
て
の
返
書
が
大
半
で
、
幸
武
に
よ
る
浄
瑠
璃
史
上
の
名
跡
や
曲
目
に
関
す
る
質
問
に
、
豊
竹
古
靱
太
夫
が
誠
心
誠
意
答
え
て
い
る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
石
割
松
太
郎
の
薫
陶
を
う
け
て
浄
瑠
璃
史
研
究
に
精
進
し
た
幸
武
と
、
近
代
文
楽
史
上
で
有
数
の
学
識
を
誇
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
靱
太
夫
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
、
き
わ
め
て
真
摯
な
学
術
的
交
流
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
原
資
料
の
出
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
鴻
池
幸
武
か
ら
古
靱
太
夫
へ
渡
っ
た
手
紙
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
正
確
な
や
り
と
り
の
次
第
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
書
簡
は
封
筒
に
貼
り
紙
が
な
さ
れ
て
、
内
容
を
摘
記
し
て
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
昨
年
、
神
保
町
の
矢
口
書
店
の
目
録
に
、
武
智
鉄
二
宛
献
呈
署
名
入
り
鴻
池
幸
武
著
『
道
八
芸
談
』
が
出
現
（
売
価
五
万
円
）
し
、
目
録
に
署
名
の
影
印
が
出
た
ほ
か
、
同
店
の
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
に
数
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
原
本
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
み
る
署
名
の
筆
跡
と
、
書
簡
番
号
９
に
記
さ
れ
た
注
記
の
筆
跡
は
紛
れ
も
な
く
一
致
し
、
戦
前
版
『
吉
田
栄
三
自
伝
』
お
よ
び
『
道
八
芸
談
』
の
背
表
紙
が
、
鴻
池
幸
武
本
人
の
筆
跡
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
封
筒
の
貼
り
紙
は
、
ま
さ
に
こ
の
幸
武
の
筆
跡
で
、
幸
武
が
古
靱
太
夫
か
ら
の
書
簡
を
資
料
と
し
て
大
切
に
整
理
し
て
い
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
書
簡
二
十
三
通
は
昭
和
十
年
か
ら
昭
和
十
五
年
に
及
ぶ
。
古
靱
太
夫
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
表
も
う
ら
も
日
々
万
歳
〳
〵
の
声
ば
か
り
」（
書
簡
番
号
10
）
と
い
う
日
中
戦
争
下
の
時
局
で
あ
る
。
大
正
三
年
生
ま
れ
の
鴻
池
幸
武
は
数
え
年
二
十
二
歳
か
ら
二
十
七
歳
、
明
治
十
一
年
生
ま
れ
の
古
靱
太
夫
は
五
十
八
歳
か
ら
六
十
三
歳
に
あ
た
る
。
古
靱
太
夫
が
惜
し
み
な
く
浄
瑠
璃
史
上
の
知
識
を
わ
か
ち
与
え
、
鴻
池
幸
武
が
次
か
ら
次
へ
と
そ
れ
を
吸
収
す
る
有
様
が
想
像
さ
れ
る
が
、
時
に
は
古
靱
太
夫
が
幸
武
に
文
章
の
添
削
を
行
う
（
書
簡
番
号
22
）
の
に
は
驚
く
。
鴻
池
幸
武
（
ひ
い
て
は
、
恐
ら
く
武
智
鉄
二
も
）
の
文
楽
知
識
形
成
に
、
古
靱
太
夫
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
、
従
来
か
ら
も
推
測
で
き
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
現
場
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。
研
究
に
関
わ
る
事
柄
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
同
時
代
の
肉
声
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
九
日
午
前
一
時
四
十
五
分
に
死
去
し
た
石
割
松
太
郎
の
、
逝
去
第
一
報
に
接
し
た
古
靱
太
夫
が
早
朝
に
電
報
を
う
け
て
午
前
中
に
鴻
池
幸
武
へ
の
手
紙
を
投
函
す
る
様
子
（
書
簡
番
号
５
）、
巡
業
の
苦
労
へ
の
愚
痴
（
書
簡
番
号
19
）
な
ど
、
他
で
は
知
ら
れ
ぬ
側
面
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
古
靱
太
夫
の
一
貫
し
た
姿
勢
と
し
て
は
、
先
に
掲
げ
た
著
述
目
録
の
筆
者
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
師
は
幣
袴
の
書
生
輩
に
謁
す
る
に
礼
を
極
め
た
り
」
と
い
う
姿
勢
が
、
印
象
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鴻
池
幸
武
は
た
だ
の
学
生
、
単
な
る
愛
好
家
で
は
な
く
、
鴻
池
の
金
看
板
を
背
負
っ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
織
太
夫
の
襲
名
に
あ
た
っ
て
は
見
台
を
お
祝
い
し
て
古
靱
を
感
激
さ
せ
（
書
簡
番
号
13
）、
白
井
松
次
郎
に
面
会
す
る
機
会
を
得
て
は
、
古
靱
太
夫
か
ら
文
楽
へ
の
直
言
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
（
書
簡
番
号
22
）。
そ
の
恵
ま
れ
た
境
遇
を
存
分
に
い
か
し
て
研
究
を
深
め
る
幸
武
に
対
し
て
、
年
の
差
を
こ
え
た
知
己
を
見
出
し
て
丁
重
に
接
す
る
古
靱
太
夫
の
姿
勢
が
、
文
面
か
ら
う
か
が
え
る
と
い
え
よ
う
。
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本
稿
で
は
、
正
確
に
書
簡
本
文
を
紹
介
す
る
こ
と
を
旨
と
し
つ
つ
、
読
解
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
の
注
解
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
作
成
に
先
だ
っ
て
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
児
玉
ゼ
ミ
で
講
読
資
料
の
一
環
と
し
て
本
書
簡
群
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
形
で
、
原
稿
化
に
あ
た
っ
て
は
、
小
島
智
章
と
原
田
真
澄
が
代
表
と
し
て
取
り
ま
と
め
に
従
事
し
、
注
と
演
者
名
・
作
品
名
便
覧
は
小
島
が
担
当
し
た
。
渕
田
裕
介
氏
・
今
岡
謙
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
下
野
歩
、
富
永
竹
行
、
金
昭
賢
、
川
辺
美
香
、
長
谷
川
祥
子
の
各
氏
の
教
示
に
感
謝
す
る
。
ほ
か
に
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
の
は
、
桑
原
博
行
、
楊
静
、
高
井
詩
穂
、
森
哲
郎
、
デ
ニ
ス
・
ゾ
ー
メ
ル
ハ
ウ
ス
、
成
田
美
穂
子
、
宮
本
祐
規
子
の
諸
氏
で
あ
る
。【
以
上
、
児
玉
記
す
】
　
　
凡
例
・
配
列
は
内
容
か
ら
推
定
さ
れ
る
年
代
順
と
し
て
、
整
理
の
便
の
た
め
の
書
簡
番
号
を
付
し
た
。
演
博
で
の
登
録
番
号
も
、
こ
の
順
に
応
じ
て
付
す
よ
う
依
頼
し
た
。
・
封
筒
の
記
載
、
本
文
の
順
に
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
付
帯
情
報
に
つ
い
て
は
、
適
宜
﹇　
﹈
を
付
し
て
記
し
た
。
差
出
人
は
朱
の
角
印
で
捺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
角
印
の
印
影
を
図
版
２
・
３
に
掲
げ
、
そ
の
略
称
を
記
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
が
、
固
有
名
詞
な
ど
に
一
部
原
表
記
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
（「
古
靱
太
夫
」
な
ど
）。
・
合
字
は
ひ
ら
が
な
で
表
記
し
た
。「
ハ
・
ミ
・
ニ
」
な
ど
も
、
ひ
ら
が
な
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
は
・
み
・
に
」
な
ど
に
改
め
、「
之
」
も
ひ
ら
が
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
の
」
に
改
め
た
。
書
簡
と
別
に
資
料
と
し
て
列
挙
し
て
あ
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
片
仮
名
表
記
を
残
し
た
。
図
２
「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
図
３
「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
― 8―
　
本
文
や
封
筒
記
載
で
の
改
行
は
「
／
」
で
そ
れ
を
示
し
、
再
現
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
本
文
末
尾
の
日
付
や
宛
名
は
原
表
記
通
り
改
行
し
て
通
読
の
便
を
は
か
っ
た
。
ま
た
、
項
目
を
列
挙
す
る
よ
う
な
記
述
で
は
、
通
読
の
便
の
た
め
に
そ
れ
を
再
現
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
字
間
の
空
き
も
再
現
し
な
か
っ
た
が
、
本
文
末
尾
の
日
付
と
差
出
人
の
間
や
、
「
同
」
の
意
味
を
示
す
「
〃
」
の
後
な
ど
に
は
一
字
空
白
を
設
け
た
。
書
簡
が
複
数
の
便
箋
に
渡
っ
て
い
る
場
合
は
「
／
／
」
で
示
し
た
。
判
読
が
不
可
能
な
箇
所
は
、「
□
」
で
示
し
た
。
●
書
簡
番
号
１　
昭
和
十
年
十
月
六
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
先
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
に
て
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／10
10
6
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
月
六
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
御
機
嫌
お
宜
敷
何
よ
り
と
／
存
じ
上
升
其
後
御
不
沙
汰
／
御
赦
し
被
下
又
早
速
と
／
御
手
紙
頂
き
難
有
／
石
割
先
生
1
よ
り
も
／
お
た
よ
り
を
／
い
た
ゞ
き
あ
な
た
様
／
御
一
緒
に
て
御
下
阪
相
成
／
ま
す
よ
ふ
の
御
文
面
に
／
御
ざ
り
ま
し
た
是
非
／
御
越
の
程
を
相
待
居
り
升
／
中
車
老
2
も
舞
台
を
／
再
び
ふ
ま
れ
ま
し
て
／
さ
だ
め
し
／
嬉
し
い
事
に
御
ざ
り
ま
せ
ふ
／
又
忠
臣
蔵
初
版
本
／
御
手
に
入
り
ま
し
た
由
／
お
あ
き
で
／
御
ざ
り
／
ま
し
た
ら
ば
一
度
拝
見
／
願
度
と
存
じ
／
ま
す
る
／
時
候
不
順
に
御
座
り
ま
す
／
此
上
共
に
御
尊
体
御
大
切
に
／
余
は
御
面
会
の
節
／
万
々
十
月
六
日　
古
靱
／
拝
幸
武
様
●
書
簡
番
号
２　
昭
和
十
年
十
一
月
二
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
二
三
一
六
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／10
11
2
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
一
月
二
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
拝
啓
毎
度
御
た
よ
り
難
有
／
此
頃
中
は
失
礼
申
上
ま
し
た
／
本
日
御
手
紙
拝
見
致
し
／
ま
す
る
と
北
條
時
頼
記
の
／
鉢
の
木
の
追
善
本
を
／
お
求
め
に
相
成
ま
し
た
由
／
夫
れ
は
玉
樹
3
か
ら
と
違
ひ
／
ま
す
る
か
此
間
私
も
一
冊
／
見
か
け
ま
し
た
が
余
り
虫
喰
ひ
／
な
り
／
御
存
じ
の
通
り
文
章
も
別
に
／
か
わ
り
ま
し
た
事
も
な
し
い
た
し
／
ま
す
の
で
其
侭
に
い
た
し
／
ま
し
た
／
浄
る
り
に
関
し
て
の
御
研
究
／
下
さ
い
ま
す
事
を
私
し
は
／
何
よ
り
難
有
嬉
し
く
／
存
ん
じ
て
／
お
り
升
／
御
申
附
に
寄
り
ま
し
て
／
手
元
に
／
御
ざ
り
ま
し
た
物
を
／
一
二
冊
／
御
送
り
／
い
た
し
ま
す
一
冊
は
し
の
ぶ
俤
4
／
是
は
初
代
寛
治
よ
り
／
五
代
迄
の
事
を
／
の
せ
て
あ
り
升
〃　
野
澤
の
面
影
5
／
是
は
初
代
喜
八
郎
よ
り
／
当
代
の
野
澤
家
の
物
迄
／
寄
せ
て
御
ざ
い
ま
す
― 9―
〃　
野
澤
の
な
が
れ
6
／
是
は
六
代
吉
弥
な
ど
／
初
代
二
代
三
代
四
代
五
代
吉
兵
衛
／
六
代
吉
兵
衛
／
吉
平
吉
作
喜
鳳
も
し
も
前
二
冊
お
も
ち
／
な
つ
て
／
御
ざ
い
ま
し
た
せ
つ
に
わ
／
お
預
り
下
さ
い
ま
し
て
御
地
へ
／
参
り
ま
し
た
時
に
又
お
か
へ
し
し
て
／
頂
き
ま
す
万
一
御
手
元
に
／
御
座
り
ま
せ
ぬ
事
な
れ
ば
／
永
く
お
と
ゞ
め
下
さ
い
／
ま
す
れ
ば
幸
甚
と
／
存
じ
ま
す
／
此
度
の
／
番
附
も
延
引
あ
し
か
ら
づ
／
右
本
三
冊
と
御
恩
借
の
／
忠
臣
蔵
丸
本
共
に
差
入
れ
／
お
き
ま
す
る
永
い
事
／
お
か
り
致
し
ま
し
て
難
有
是
も
／
御
礼
申
上
升
／
あ
と
先
き
に
相
成
ま
し
た
が
／
沼
津
7
も
お
か
げ
で
無
事
に
／
つ
と
め
終
り
ま
し
た
夫
れ
に
／
只
今
文
楽
よ
り
新
玉
氏
8
／
参
り
ま
し
て
本
月
九
日
に
放
送
9
／
い
た
す
事
を
頼
み
に
参
り
ま
し
た
／
承
知
致
し
ま
し
た
ゆ
へ
面
白
く
は
／
御
座
り
ま
せ
ぬ
が
御
聞
き
下
さ
い
ま
せ
／
追
々
と
お
宅
に
伺
ひ
升
／
故
何
卒
御
身
御
大
切
に
／
石
割
先
生
へ
も
宜
敷
／
お
つ
た
へ
を
願
上
升
／
先
は
御
礼
旁
々
／
右
本
御
送
附
／
御
報
迄
／
早
々
十
一
月
二
日　
金
杉
／
拝
鴻
池
様
只
今
小
包
に
て
本
は
御
送
り
／
申
上
ま
し
た
●
書
簡
番
号
３　
昭
和
十
年
十
一
月
七
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
弐
三
一
六
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／10
11
2
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
二
世
喜
八
郎
及
三
二
／
名
跡
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
一
月
七
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
御
手
紙
拝
見
本
着
致
し
ま
し
た
由
／
御
入
用
の
分
は
ど
ふ
ぞ
お
納
め
を
／
願
升
御
手
紙
の
通
り
／
宝
暦
七
年
二
月
一
日
姫
小
松
子
日
の
遊
び
／
竹
本
座
興
行
の
時
三
二
改
野
澤
喜
八
郎
／
と
近
世
邦
楽
年
表
0
に
記
し
あ
り
升
る
が
／
改
名
の
事
は
何
か
の
写
違
ひ
で
わ
な
か
ろ
／
か
と
御
送
り
致
し
ま
し
た
本
!
を
勝
平
氏
@
が
／
こ
し
ら
へ
升
る
時
に
私
し
ら
と
よ
り
〳
〵
に
／
噺
し
を
い
た
し
ま
し
た
事
も
御
座
り
ま
し
た
／
野
澤
家
に
て
も
鶴
澤
三
二
か
ら
喜
八
郎
に
／
改
め
ま
し
た
人
わ
な
い
の
で
有
り
ま
す
／
よ
く
活
字
の
写
違
が
邦
楽
年
表
に
も
／
た
く
さ
ん
有
り
ま
し
て
間
ぢ
か
に
弥
吉
を
弥
七
／
と
ち
が
つ
て
い
る
所
も
有
り
外
に
も
数
多
／
く
写
違
が
御
ざ
り
ま
す
／
此
三
二
改
と
し
て
あ
る
番
附
を
一
度
／
見
た
い
事
と
よ
り
〳
〵
私
し
わ
さ
が
／
し
て
お
り
升
三
二
名
跡
は
此
頃
／
死
去
致
し
ま
し
た
三
二
が
八
代
目
で
私
し
が
／
／
此
人
の
本
全
部
を
預
つ
て
お
り
ま
し
て
／
右
名
前
の
譲
渡
書
が
二
代
か
ら
三
代
三
代
か
ら
／
四
代
と
云
ふ
よ
ふ
に
皆
御
座
い
ま
す
が
三
二
か
ら
／
喜
八
郎
に
わ
な
つ
て
い
る
人
わ
御
ざ
い
ま
せ
ん
／
是
は
た
し
か
に
写
違
ひ
と
存
じ
升
／
又
三
二
か
ら
蟻
鳳
に
成
つ
た
方
も
有
る
よ
ふ
に
／
書
て
あ
る
も
の
も
見
て
お
り
ま
す
／
昔
は
つ
い
で
も
其
侭
披
露
も
せ
づ
に
／
お
わ
る
事
も
あ
つ
た
よ
ふ
に
見
う
け
ま
す
／
も
の
も
有
り
ど
ふ
も
大
昔
の
事
で
よ
く
／
わ
か
り
ま
せ
ん
が
譲
渡
し
の
書
た
も
の
が
あ
る
／
以
上
は
夫
れ
に
も
と
づ
き
ま
す
と
喜
八
郎
／
三
二
は
た
し
か
に
あ
り
ま
せ
ぬ
／
伊
勢
物
語
の
（
チ
ヨ
ボ
）
番
附
拝
見
致
し
／
ま
す
と
し
か
と
其
様
に
思
ひ
升
／
曽
和
太
夫
と
云
ふ
名
前
も
有
り
ま
し
た
／
よ
ふ
に
見
う
け
升
（
此
間
の
丸
本
に
）
／
や
は
り
義
太
夫
で
は
京
都
が
書
卸
し
／
二
代
若
太
夫
旧
名
へ
返
つ
て
嶋
太
夫
が
は
じ
／
め
て
語
つ
た
も
の
に
相
違
御
座
り
ま
せ
ぬ
／
／
春
太
夫
は
二
段
目
と
道
行
と
を
語
つ
て
／
居
― 10 ―
り
升
／
番
附
御
見
せ
下
さ
い
ま
し
て
難
有
ふ
御
ざ
り
／
ま
し
た
た
し
か
に
此
中
へ
／
入
れ
て
お
き
ま
す
先
は
御
礼
迄
／
何
れ
又
々
御
面
会
の
上
余
は
万
々
十
一
月
七
日　
金
杉
／
拝
鴻
池
様
●
書
簡
番
号
４　
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
九
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／11
6
29
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
石
割
先
生
の
死
去
の
／
際
」
【
封
筒
裏
】「
糊
六
月
廿
九
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
早
速
の
御
返
事
難
有
拝
見
／
い
た
し
ま
し
た
昨
日
午
前
に
／
投
着
直
様
御
礼
も
申
あ
げ
／
ま
す
は
づ
当
方
昨
日
は
／
久
し
／
ぶ
り
に
梅
雨
し
と
〳
〵
と
／
降
出
し
／
何
共
申
様
の
な
い
い
や
な
日
で
／
御
座
り
ま
し
た
の
で
私
し
の
／
あ
た
ま
又
〳
〵
悪
し
く
ふ
ら
〳
〵
致
／
し
御
手
紙
拝
見
後
／
ふ
せ
り
ま
し
た
／
の
で
／
今
日
に
御
礼
を
申
あ
げ
且
は
／
先
生
へ
も
御
見
舞
を
／
申
あ
げ
る
／
心
づ
も
り
で
起
き
ま
し
た
所
へ
／
電
報
は
つ
と
思
ひ
ま
し
た
ら
／
や
つ
ば
（
マ
マ
）り
先
生
御
死
去
の
／
御
報
で
有
り
ま
し
た
／
何
共
い
へ
ま
せ
ぬ
気
分
に
／
相
成
ま
し
た
／
ま
だ
奥
様
へ
も
御
目
に
も
／
か
ゝ
ら
ず
／
何
ん
と
申
上
げ
て
／
よ
い
や
ら
と
に
か
く
／
電
報
で
お
く
や
み
を
／
申
上
て
お
き
／
ま
し
た
／
御
見
送
り
に
も
私
し
が
東
上
／
い
た
し
度
／
と
わ
思
ひ
ま
す
る
が
何
さ
ま
／
病
気
後
#
の
事
迚
思
ふ
／
よ
ふ
に
も
／
参
り
か
ね
い
づ
れ
御
葬
式
の
／
日
取
わ
か
り
次
第
に
親
類
の
／
者
を
名
代
に
御
送
り
い
た
さ
せ
／
た
い
と
思
ひ
お
り
ま
す
／
実
に
落
胆
い
た
し
ま
し
た
／
奥
様
へ
も
御
手
紙
わ
さ
し
出
し
／
ま
す
る
が
御
尊
君
様
よ
り
も
／
宜
敷
御
つ
た
へ
の
程
／
御
願
申
上
升
／
阪
地
へ
御
帰
邸
の
上
わ
／
是
非
／
御
遊
び
に
御
越
の
程
を
／
相
待
お
り
ま
す
／
先
わ
お
た
よ
り
御
礼
迄
六
月
廿
九
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
様
●
書
簡
番
号
５　
昭
和
十
一
年
七
月
十
三
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
市
内
東
区
今
橋
鴻
池
様
御
本
邸
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／11
7
13
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
丸
本
の
請
求
」
【
封
筒
裏
】「
封
七
月
十
三
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
前
略
扨
本
日
は
／
わ
ざ
〳
〵
／
御
来
駕
下
さ
い
ま
し
て
／
難
有
い
つ
迚
も
失
礼
／
ば
か
り
致
し
何
の
御
風
情
も
／
な
く
何
卒
御
赦
願
上
升
／
先
生
$
の
御
噺
し
を
承
り
／
か
づ
〳
〵
の
御
心
づ
く
し
／
さ
だ
め
し
御
本
人
も
嬉
し
く
／
よ
ろ
こ
ん
で
御
死
去
な
さ
れ
／
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
／
今
後
も
何
角
と
御
厄
介
／
の
御
事
と
ぞ
ん
じ
／
あ
げ
升
る
が
／
万
事
宜
敷
御
と
り
は
か
ら
ひ
／
願
上
升
扨
又
／
鳥
渡
御
耳
に
入
ま
し
た
／
丸
本
は
○
・
建
仁
寺
供
養
　
・
復
鳥
羽
恋
塚
　
・
紀
三
井
寺
― 11 ―
○
・
傾
城
躑
躅
ヶ
岡
○　
山
王
権
現
八
千
代
玉
垣
○　
隅
田
川
（
加
賀
）
　
　
風
流
た
ば
こ
恋
集
　
　
嬌
柳
妹
背
之
的
是
を
御
願
ひ
し
て
／
あ
り
ま
し
た
が
／
此
丸
印
は
浄
る
り
丸
本
で
／
他
の
四
冊
は
義
太
夫
で
／
有
り
ま
し
た
か
／
又
角
太
夫
節
か
／
土
佐
ぶ
し
又
は
加
賀
掾
で
／
有
り
ま
し
た
か
鳥
渡
わ
す
れ
／
ま
し
た
／
万
一
御
調
べ
な
り
ま
し
て
／
御
ざ
い
ま
し
た
ら
ば
／
御
無
理
を
願
度
そ
ん
じ
ま
す
／
又
御
上
京
ニ
相
成
ま
し
た
れ
ば
／
御
目
に
わ
／
か
ゝ
り
ま
せ
ぬ
が
亡
未
人
奥
様
%
へ
／
宜
敷
御
つ
た
へ
を
願
上
升
／
お
暑
さ
も
追
々
き
び
し
く
／
相
成
升
る
ゆ
へ
／
御
身
御
大
切
に
／
又
〳
〵
来
月
御
目
に
／
か
ゝ
り
／
万
々
／
先
は
御
礼
旁
々
／
右
御
願
ひ
迄
／
早
々
七
月
十
三
日　
金
杉
／
拝
鴻
池
幸
武
様
●
書
簡
番
号
６　
昭
和
十
一
年
七
月
二
十
五
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
三
一
六
公
家
様
に
て
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／11
7
25
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
石
割
先
生
追
善
浄
／
る
り
の
返
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
七
月
廿
五
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
大
阪
西
成
粉
浜
中
ノ
四
ノ
／
壱
三
六
／
金
杉
弥
太
郎
出
」
【
本
文
】
廿
日
出
の
御
尊
書
難
有
／
拝
見
仕
り
ま
し
た
／
お
ゝ
せ
の
通
り
実
に
お
暑
い
／
事
に
御
座
り
升
／
久
し
ぶ
り
に
宅
に
お
り
ま
す
／
の
で
猶
さ
ら
に
あ
つ
ゐ
と
／
思
ひ
ま
す
／
昨
年
の
今
頃
^
は
病
院
住
居
／
本
年
は
又
や
ま
ひ
の
為
に
／
で
ら
れ
ず
昨
日
よ
り
歌
舞
伎
座
の
／
興
行
&
乍
残
念
宅
で
／
く
し
や
〳
〵
／
致
し
て
／
お
り
升
／
来
月
九
日
の
／
つ
ば
め
の
事
*
本
人
帰
阪
／
い
た
し
／
ま
し
た
の
で
早
速
申
附
て
／
お
き
ま
し
た
／
承
知
致
し
て
お
り
ま
す
ゆ
へ
／
御
休
心
願
升
／
三
味
線
は
豊
澤
猿
糸
で
／
語
り
升
事
に
／
い
た
し
ま
し
た
／
又
御
無
理
を
願
上
升
た
丸
本
／
の
事
も
難
有
万
事
宜
敷
／
猿
口
轡
(
の
評
判
帖
も
／
願
へ
ま
す
れ
ば
／
御
奥
様
へ
宜
敷
御
願
下
さ
い
／
ま
せ
)
／
先
日
よ
り
御
借
用
の
／
番
附
年
号
／
も
／
調
べ
て
見
て
お
り
ま
す
る
が
何
様
／
手
前
共
の
分
も
飛
び
〳
〵
に
／
な
つ
て
／
お
り
ま
す
の
で
／
わ
か
る
分
だ
け
で
も
／
と
／
思
ふ
て
や
つ
て
お
り
ま
す
／
三
十
七
枚
の
内
二
十
一
枚
だ
け
／
私
し
ど
も
に
／
あ
り
ま
せ
ぬ
／
追
々
と
お
暑
く
相
成
ま
せ
ふ
／
此
上
共
に
御
身
御
大
切
に
／
余
は
御
面
会
の
節
／
万
々
七
月
廿
五
日　
古
靱
／
拝
幸
武
様
昨
夜
は
歌
舞
伎
a
へ
御
越
の
／
事
と
存
じ
ま
す
●
書
簡
番
号
７　
昭
和
十
一
年
十
月
七
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
二
三
一
六
公
家
様
ニ
テ
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／11
10
7
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
大
落
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
月
七
日
」
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﹇
差
出
人
﹈「
大
阪
市
西
成
区
粉
浜
中
之
町
四
丁
目
／
金
杉
弥
太
郎
出
」
【
本
文
】
前
略
／
御
返
事
延
引
御
赦
被
下
直
に
／
用
事
に
か
ゝ
り
ま
す
る
／
大
落
し
の
事
／
是
わ
当
流
義
太
夫
節
に
／
限
る
よ
ふ
に
御
座
り
ま
す
／
東
に
あ
つ
て
西
に
な
し
／
是
は
違
ひ
ま
す
私
し
が
／
申
ま
し
た
わ
大
落
し
は
／
東
西
に
も
御
ざ
い
ま
す
が
／
節
の
中
で
／
東
の
方
は
ク
ル
と
申
て
／
高
く
／
声
を
張
る
所
が
／
あ
り
ま
し
て
／
西
の
方
に
わ
此
ク
ル
所
が
／
な
い
の
で
有
り
ま
す
／
是
は
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た
時
に
／
御
噺
し
申
上
升
／
大
落
し
の
有
る
最
も
古
き
／
外
題
は
ど
ん
な
も
の
か
に
対
し
て
は
／
今
暫
く
御
待
を
願
ま
す
／
是
と
何
大
夫
が
語
り
出
せ
し
か
／
と
の
御
尋
ね
是
も
よ
く
／
調
べ
ま
し
て
申
上
升
尤
も
／
大
落
し
と
申
節
附
も
／
中
途
大
声
の
太
夫
衆
が
／
ど
な
り
だ
し
た
の
で
大
落
し
わ
／
成
べ
く
大
き
く
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
／
申
事
に
な
つ
た
の
で
せ
ふ
と
／
思
ひ
ま
す
何
を
御
覧
に
／
成
り
ま
し
て
も
大
落
し
の
／
文
章
は
／
ず
い
ぶ
ん
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
／
よ
ふ
に
／
大
き
な
文
句
が
書
て
御
座
い
ま
す
／
百
度
平
b
と
母
お
辻
と
／
子
供
二
人
の
文
句
で
　
日
高
の
川
に
水
増
し
て
　
　
　
堤
も
く
づ
る
ゝ
　
　
　
　
　
斗
り
な
り
な
ぞ
か
い
て
御
座
い
ま
す
／
あ
ん
な
に
大
き
な
声
で
／
ど
な
ら
な
い
で
も
／
よ
い
の
で
せ
ふ
と
思
ひ
ま
す
／
是
は
友
治
郎
さ
ん
c
の
／
お
は
な
し
／
で
す
が
／
三
味
線
迚
も
其
通
り
／
初
代
燕
三
師
通
称
を
／
山
形
家
／
と
云
ふ
／
后
に
燕
翁
と
申
さ
れ
た
師
が
／
此
頃
の
よ
ふ
に
一
も
二
も
／
い
つ
し
や
う
に
／
掛
け
て
大
落
し
を
弾
き
／
は
じ
め
た
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
／
元
は
あ
ん
な
事
は
／
な
か
つ
た
の
で
す
と
／
い
う
て
い
ら
れ
ま
し
た
／
三
味
線
の
方
は
此
師
が
始
め
／
ら
し
い
の
で
大
夫
の
方
は
／
だ
れ
と
申
事
は
鳥
渡
／
直
に
わ
わ
か
り
か
ね
升
る
が
／
よ
つ
ぼ
と
腹
力
の
あ
つ
た
／
方
な
り
音
声
の
大
き
か
つ
た
／
太
夫
さ
ん
が
や
り
か
け
た
／
も
の
で
／
御
ざ
い
ま
せ
ふ
／
文
章
が
／
大
き
い
事
を
い
う
て
／
有
り
升
か
ら
／
そ
ん
な
に
／
ど
な
ら
な
い
で
も
／
よ
い
事
に
／
な
る
の
で
／
せ
ふ
と
／
思
ひ
升
／
何
れ
又
何
か
わ
か
り
次
第
に
／
御
報
申
上
升
／
余
り
御
返
事
延
引
に
／
相
成
升
る
ゆ
へ
／
鳥
渡
右
の
由
だ
け
／
御
噺
申
上
升
た
／
何
れ
又
御
目
に
か
ゝ
り
／
ま
し
て
／
万
々
十
月
七
日　
金
杉
幸
武
様
●
書
簡
番
号
８　
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
二
三
一
六
／
公
家
様
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／11
11
28
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
二
銭
一
枚
、
一
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
一
月
廿
八
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
前
略
御
免
／
其
後
御
不
沙
汰
何
卒
／
御
赦
下
さ
れ
／
御
か
わ
り
な
く
何
よ
り
と
／
存
じ
上
升
／
廿
七
日
出
の
御
尊
書
／
只
今
拝
見
難
有
御
礼
／
申
の
べ
ま
す
／
歌
舞
伎
座
よ
り
先
日
／
記
念
品
d
を
御
送
附
／
下
さ
い
ま
し
た
／
未
だ
本
わ
未
着
に
わ
／
御
ざ
り
ま
す
が
近
日
か
へ
り
／
ま
す
事
と
存
じ
ま
す
／
い
ろ
〳
〵
と
御
深
切
に
／
難
有
錺
屋
さ
ん
e
の
／
張
込
と
申
事
だ
け
わ
／
伺
ふ
て
お
り
ま
し
た
が
― 13 ―
此
か
た
が
／
ど
ん
な
方
や
ら
わ
か
り
／
ま
せ
ん
で
／
し
た
／
扨
私
し
事
／
明
廿
九
日
か
ら
又
々
九
州
へ
／
巡
業
f
に
参
り
ま
す
／
十
二
月
十
五
日
頃
／
に
わ
帰
阪
い
た
し
ま
す
事
と
／
思
ふ
て
お
り
ま
す
／
来
春
か
ら
は
清
六
殿
も
／
い
よ
〳
〵
病
気
全
快
出
勤
g
／
い
た
す
事
に
相
成
ま
し
た
／
御
帰
阪
相
成
ま
し
た
せ
つ
／
に
わ
／
又
〳
〵
御
目
ニ
か
ゝ
り
万
々
／
追
々
と
御
寒
く
相
成
升
る
／
ゆ
へ
御
身
御
大
切
に
／
先
は
御
礼
旁
々
／
御
不
沙
汰
御
わ
び
迄
／
早
々
十
一
月
廿
八
日　
金
杉
／
拝
鴻
池
様
●
書
簡
番
号
９　
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
八
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
二
三
一
六
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
□
□12
3
1
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
三
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
誠
忠
義
士
銘
々
伝
放
／
送
h
の
問
合
せ
の
／
返
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
二
月
廿
八
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
※
本
書
簡
に
は
、
鴻
池
幸
武
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
注
記
が
、
本
文
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文
面
は
以
下
の
通
り
。
註
／
昭
和
十
二
年
二
月
廿
五
日
夜
（
八
時
五
十
分
よ
り
／
九
時
半
ま
で
）
／
大
阪
放
送
局
に
て
古
靱
太
夫
、
清
六
／
に
て
誠
忠
義
士
銘
々
伝
」
勘
平
切
腹
／
を
放
送
し
た
る
に
就
き
問
合
は
せ
ゝ
し
／
時
の
返
事
也　
幸
武
認
※
ま
た
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
見
出
し
は
「
古
靱
太
夫
が
語
る
『
勘
平
切
腹
の
段
』
／
Ｋ
Ｂ
」。
原
田
真
澄
の
調
査
に
よ
り
、「
大
阪
日
日
新
聞
」
昭
和
十
二
年
二
月
二
十
五
日
夕
刊
と
判
明
し
た
。
【
本
文
】
前
略
／
御
機
嫌
御
宜
敷
何
よ
り
と
存
じ
上
升
／
昨
日
は
御
た
よ
り
被
下
難
有
／
御
礼
を
申
上
ま
す
／
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
御
聞
下
さ
い
／
ま
し
て
／
実
は
三
十
八
分
間
の
時
間
よ
り
／
御
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
元
来
が
私
し
は
／
人
さ
ん
の
様
に
抜
飛
し
て
／
一
段
に
／
ま
と
め
て
其
時
間
に
合
せ
て
／
語
る
と
申
事
が
い
や
で
御
ざ
い
／
升
の
で
／
種
々
考
へ
ま
し
て
ふ
と
思
ひ
／
出
し
て
三
十
年
以
上
も
語
つ
た
／
事
の
な
い
彼
段
を
や
つ
て
／
み
ま
し
た
の
で
さ
だ
め
し
／
御
耳
け
が
し
で
／
御
ざ
り
ま
し
た
事
／
と
／
存
じ
ま
す
／
亀
之
助
さ
ん
と
申
方
は
／
三
代
目
長
門
太
夫
さ
ん
の
／
修
行
中
か
ら
弾
い
て
居
ら
／
れ
た
／
と
申
中
々
の
方
で
御
ざ
り
ま
す
／
又
三
左
衛
門
邸
と
申
し
／
ま
す
は
／
廓
景
色
雪
之
茶
会
と
／
申
ま
す
院
本
に
御
ざ
り
ま
す
／
か
や
の
村
の
段
と
申
所
で
／
夫
を
／
銘
々
伝
の
中
に
差
入
て
や
り
／
ま
し
た
物
で
私
し
が
／
放
送
致
し
ま
し
た
の
と
わ
／
違
ひ
ま
す
る
／
昨
日
番
附
を
御
送
り
い
た
し
／
ま
し
た
五
ヶ
年
振
り
で
寿
し
や
i
を
／
文
楽
で
語
り
ま
す
来
月
御
帰
／
阪
に
相
成
ま
す
事
で
／
御
ざ
り
ま
し
た
ら
／
一
度
御
来
場
を
願
度
存
じ
／
ま
す
／
何
れ
御
目
に
か
ゝ
り
／
ま
し
て
万
々
／
先
は
御
不
沙
汰
御
わ
び
旁
々
／
御
返
事
ま
で
二
月
廿
八
日　
古
靱
／
拝
若
旦
那
様
／
侍
史
●
書
簡
番
号
10　
昭
和
十
二
年
六
月
三
十
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
千
鳥
阪
公
家
様
御
方
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侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／12
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／
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8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
封
六
月
三
十
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
前
略
／
東
上
中
j
は
種
々
御
配
慮
／
に
預
り
難
有
御
礼
申
上
升
／
扨
御
手
紙
を
ゐ
た
ゞ
き
／
当
方
よ
り
／
帰
宅
直
様
御
た
よ
り
を
／
申
上
升
／
は
づ
廿
二
日
よ
り
又
々
発
熱
／
床
に
／
着
漸
々
本
日
気
分
も
少
し
／
ま
し
に
成
ま
し
た
の
で
／
御
礼
や
ら
／
御
手
紙
の
御
返
事
や
ら
申
あ
げ
／
ま
す
／
そ
ん
な
事
で
御
申
附
の
件
も
／
い
ま
だ
手
に
つ
か
づ
に
お
り
ま
す
が
／
明
後
日
あ
た
り
か
ら
ぼ
つ
〳
〵
／
や
ら
し
て
い
た
ゞ
き
ま
す
つ
も
り
／
で
お
り
ま
す
今
暫
く
の
間
を
／
お
待
願
上
ま
す
／
い
づ
れ
御
帰
邸
に
相
成
ま
し
た
／
せ
つ
に
万
々
／
申
あ
げ
た
い
と
／
存
じ
升
／
梅
雨
の
事
に
／
御
ざ
り
ま
す
／
此
上
共
に
／
御
身
御
大
事
に
／
今
日
は
是
で
失
礼
を
／
い
た
し
ま
す
六
月
三
十
日　
古
靱
／
拝
若
旦
那
様
●
書
簡
番
号
11　
昭
和
十
二
年
十
月
一
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／12
10
1
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
明
治
初
年
／
越
太
夫
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
十
月
一
日
」
﹇
朱
印
角
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
好
時
候
に
相
成
ま
し
て
御
座
り
升
／
益
々
御
機
嫌
の
お
宜
敷
き
由
／
何
よ
り
と
存
じ
あ
げ
ま
す
／
扨
申
様
の
な
い
御
不
沙
汰
を
／
致
し
ま
し
て
実
に
お
わ
び
の
／
申
様
が
御
ざ
り
ま
せ
ぬ
何
卒
／
御
勘
弁
の
程
御
願
申
上
升
／
本
夏
は
何
方
へ
も
で
ま
せ
づ
／
宅
に
へ
ぱ
（
マ
マ
）り
つ
い
て
お
り
ま
し
た
／
表
も
う
ら
も
日
々
万
歳
／
〳
〵
の
声
ば
か
り
を
／
き
ゝ
ま
し
て
／
た
ま
に
此
頃
も
名
古
屋
よ
り
／
豊
は
し
岡
ざ
き
へ
興
行
k
に
／
参
り
ま
し
た
が
商
ば
い
と
申
せ
／
気
が
さ
し
ま
し
て
や
つ
て
／
居
ら
れ
ま
せ
ぬ
何
ん
と
か
／
早
く
／
戦
争
の
都
合
よ
く
納
ま
つ
て
／
い
た
ゞ
き
た
ゐ
事
に
御
ざ
い
ま
す
／
本
月
も
ま
た
休
み
に
御
ざ
り
ま
す
／
御
帰
邸
相
成
ま
し
た
節
に
わ
／
御
来
遊
下
さ
い
ま
す
事
を
／
御
ね
が
い
申
て
／
お
き
ま
す
／
明
治
初
年
の
越
太
夫
師
は
／
立
派
な
立
者
で
／
三
代
重
太
夫
よ
り
五
代
竹
本
政
太
夫
に
／
な
ら
れ
ま
し
た
師
の
門
人
で
文
政
／
十
一
年
よ
り
の
太
夫
で
始
め
雛
太
夫
と
／
申
後
に
眞
喜
太
夫
と
改
名
致
し
／
后
に
再
改
名
越
太
夫
と
な
ら
れ
て
／
明
治
三
年
頃
に
文
楽
軒
／
芝
居
へ
出
勤
致
さ
れ
ま
し
た
／
事
と
存
じ
ま
す
此
次
の
／
越
太
夫
さ
ん
わ
彦
六
座
時
代
に
／
是
も
雛
太
夫
か
ら
改
め
ら
れ
／
後
に
五
代
目
住
太
夫
に
／
な
ら
れ
ま
し
た
／
方
で
あ
り
ま
す
／
御
尋
ね
の
越
太
夫
師
は
三
代
目
／
で
は
／
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
ま
だ
／
し
か
と
／
調
べ
て
見
ま
せ
ぬ
か
死
去
わ
／
明
治
十
三
年
庚
辰
九
月
廿
一
日
／
法
名
徳
譽
浄
光
禪
定
門
／
と
御
ざ
い
ま
す
明
治
三
年
五
月
文
楽
軒
稲
荷
芝
居
に
／
久
々
出
座
／
夏
祭
浪
花
鑑
道
具
屋
ノ
切
同
七
月
（
忠
臣
蔵
勘
平
腹
切
ノ
段
／
七
ツ
目
掛
合
平
右
衛
門
同
九
月
狭
間
合
戦
駒
木
山
砦
ノ
切
同
十
一
月
布
引
瀧
二
段
目
ノ
切
― 15 ―
明
治
四
年
正
月
（
信
仰
記
花
子
ノ
段
／
三
段
目
ノ
中
同
三
月
玉
藻
前
道
春
館
ノ
切
／
此
興
行
五
月
七
日
迄
同
八
月
／
伊
賀
越
伝
授
場
と
相
合
傘
同
九
月
／
鬼
一
法
眼
四
ノ
切
揚
弓
ノ
奥
同
十
一
月
彦
山
小
栗
栖
村
之
切
／
是
に
て
松
島
へ
移
転
明
治
五
年
五
月
／
松
島
新
築
始
め
て
文
楽
座
と
座
名
を
／
櫓
に
上
る
稲
荷
時
代
は
文
楽
軒
／
之
芝
居
と
申
ま
し
た
正
月
興
行
太
功
記
杉
の
森
ノ
切
同
三
月
大
江
山
綱
屋
敷
ノ
切
同
五
月
躄
仇
討
九
十
九
邸
ノ
切
同
七
月
八
犬
伝
角
太
郎
庵
室
／
ノ
切
同
九
月
朝
白ハ
噺
摩
耶
ヶ
嶽
ノ
切
同
十
一
月
三
日
太
平
記
嘉
平
治
住
家
／
ノ
切
明
治
六
年
正
月
休
カ
十
一
月
の
出
場
を
／
初
春
へ
持
越
興
行
カ
番
附
ナ
シ
同
二
月
／
千
本
桜
渡
海
屋
ノ
切
同
四
月
先
代
萩
埴
生
村
ノ
切
同
六
月
三
代
記
長
曽
我
部
住
家
ノ
切
同
八
月
京
都
行
同
九
月
忠
臣
蔵
四
段
目
ノ
切
同
十
一
月
安
達
原
四
ノ
切
一
ツ
家
明
治
七
年
正
月
ナ
シ
京
都
行
二
月
狭
間
合
戦
壬
生
村
ノ
切
四
月
八
陣
毒
酒
ノ
切
六
月
盛
衰
記
さ
か
ろ
ノ
切
九
月
玉
藻
前
四
ノ
切
梅
壷
十
一
月
彦
山
毛
谷
村
ノ
切
／
是
に
て
文
楽
座
を
退
座
せ
ら
れ
同
八
年
二
月
に
道
頓
堀
角
の
芝
居
／
に
て
大
和
錦
朝
日
旗
揚
の
時
／
五
條
役
所
の
段
切
を
勤
め
ら
れ
／
其
後
は
折
々
各
所
ヘ
趣
き
出
勤
の
／
後
死
去
致
さ
れ
ま
し
た
よ
し
／
此
方
の
通
称
を
藤
島
屋
／
吉
太
郎
と
／
申
さ
れ
ま
し
た
／
さ
て
せ
ん
申
あ
げ
ま
し
た
通
り
／
本
月
も
私
し
わ
休
み
l
で
／
今
一
月
か
ら
京
都
の
弥
栄
／
会
館
と
申
て
祇
園
町
へ
／
で
き
ま
し
た
所
を
松
竹
の
／
経
営
と
な
り
夫
へ
七
日
ば
か
り
／
錣
大
隅
文
字
相
生
呂
／
伊
達
各
氏
と
人
形
全
部
／
参
り
ま
し
て
又
十
日
頃
か
ら
／
北
新
地
演
舞
場
へ
も
／
六
日
間
斗
り
／
や
る
事
に
な
つ
て
お
り
ま
す
由
に
／
御
ざ
り
ま
す
／
ど
う
も
い
つ
迚
も
ぞ
ん
ざ
い
な
／
手
紙
の
書
よ
ふ
に
て
／
ま
こ
と
に
〳
〵
／
相
す
み
ま
せ
ぬ
が
／
御
は
ん
じ
お
読
み
下
し
／
願
上
升
／
余
わ
又
御
面
会
を
／
願
ひ
ま
し
て
／
万
々
／
先
は
乍
延
引
／
御
不
沙
汰
御
わ
び
旁
々
／
右
御
返
事
迄
十
月
一
日　
古
靱
／
拝
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武
様
／
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史
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書
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番
号
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昭
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二
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付
け
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筒
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】
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宛
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東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／12
10
12
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
４
銭
と
２
銭
﹇
貼
り
紙
﹈「
綱
太
夫
／
五
代
六
代
ノ
事
」
m
【
封
筒
裏
】「
封
十
月
十
二
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
― 16 ―
【
本
文
】
前
略
九
日
出
の
御
た
よ
り
正
に
／
拝
見
益
々
御
機
嫌
の
由
／
何
よ
り
と
存
じ
上
ま
す
／
扨
綱
太
夫
師
の
事
を
／
御
た
づ
ね
に
附
五
代
六
代
を
／
鳥
渡
だ
け
書
出
し
／
ま
し
た
御
ら
ん
を
願
上
升
／
又
中
旬
に
わ
御
帰
邸
の
由
／
御
ひ
ま
が
と
れ
ま
し
た
れ
ば
／
御
遊
び
に
御
越
下
さ
い
ま
す
る
／
よ
ふ
先
は
御
返
事
迄
／
早
々
十
月
十
二
日
／
／
五
代
目
竹
本
綱
太
夫
始
メ
四
世
江
戸
堀
綱
太
夫
（
先
名
二
代
目
む
ら
太
夫
）
／
通
称
近
江
屋
吉
兵
衛
ト
云
フ
ノ
門
人
ニ
テ
初
名
ヲ
／
竹
本
芝
太
夫
ト
呼
ブ
天
保
二
卯
年
ヨ
リ
之
太
夫
成
／
天
保
四
年
十
月
興
行
三
国
武
双
奴
請
状
席
中
ノ
／
奥
ヲ
役
附
綱
登
太
夫
ト
改
名
夫
ヨ
リ
淡
路
座
ニ
寄
リ
／
修
行
後
各
所
ヘ
出
勤
天
保
十
三
年
寅
九
月
／
北
新
地
芝
居
ヘ
出
座
七
代
目
竹
本
紋
太
夫
ヲ
此
時
／
名
乗
ル
同
十
四
年
卯
ノ
春
初
代
竹
本
對
馬
太
夫
／
ト
再
々
改
名
後
年
国
名
不
相
成
迚
差
留
之
時
／
津
嶋
太
夫
ト
文
字
ヲ
改
メ
出
勤
ス
其
後
又
／
元
ノ
對
馬
ニ
カ
ヘ
ル
摂
津
大
掾
師
之
師
匠
／
タ
ル
五
世
春
太
夫
ト
此
對
馬
太
夫
ハ
人
気
／
之
競
走
ヲ
セ
ラ
レ
シ
ト
ノ
事
デ
有
升
／
松
葉
屋
廣
助
師
猿
糸
時
代
之
弾
テ
居
ラ
／
レ
タ
太
夫
サ
ン
デ
有
升
又
現
今
重
造
君
之
／
祖
爺
初
代
重
蔵
師
之
永
ラ
ク
相
手
方
ヲ
勤
／
メ
ラ
レ
タ
事
モ
有
マ
ス
其
コ
ン
ビ
時
代
ニ
面
白
／
話
題
ガ
残
ツ
テ
有
升
地
口
合
ノ
ア
ン
ド
ウ
ニ
／
重
蔵
對
馬
ハ
左
右
ニ
肩
ゲ
ト
／
／
云
フ
ノ
ガ
秀
逸
有
リ
マ
シ
タ
由
是
ハ
十
八
番
／
物
ノ
花
上
野
誉
石
碑
志
渡
寺
ノ
段
ノ
奥
デ
／
重
造
数
馬
両
人
ガ
坊
太
郎
ト
立
合
所
ノ
／
文
句
ニ
重
造
数
馬
ハ
左
右
ニ
別
レ
ト
云
フ
文
／
章
ガ
有
リ
マ
シ
テ
又
對
馬
大
夫
師
ハ
右
ノ
方
ニ
／
頭
ヲ
肩
向
ケ
ル
ク
セ
又
重
蔵
師
ハ
左
ノ
方
ニ
／
頭
ヲ
肩
向
ケ
ル
ク
セ
ガ
有
升
タ
ノ
デ
そ
こ
で
／
重
造
つ
し
ま
は
左
右
ニ
か
た
げ
／
扨
前
ニ
戻
リ
マ
シ
テ
／
對
馬
太
夫
師
ハ
至
ル
所
好
人
気
デ
横
堀
新
築
地
／
座
間
社
内
御
霊
芝
居
ト（マ
マ
）ラ
ニ
出
勤
後
ニ
／
明
治
初
年
京
都
ニ
住
居
セ
ラ
レ
公
家
方
ニ
／
御
出
入
去
御
家
ノ
家
来
ト
成
名
ヲ
瓜
生
／
隼
人
ト
呼
デ
二
本
差
デ
歩
行
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
ト
ノ
コ
ト
／
夫
ヨ
リ
師
匠
タ
ル
四
代
目
江
戸
ニ
テ
死
去
後
綱
太
夫
／
其
侭
ト
成
テ
有
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
京
都
ニ
追
テ
明
治
／
元
年
ニ
五
代
目
名
跡
ヲ
襲
名
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
／
近
江
源
氏
先
陣
館
盛
綱
首
実
検
之
段
ヲ
／
襲
名
披
露
ニ
語
ツ
テ
居
ラ
レ
マ
ス
番
附
ガ
御
／
座
リ
升
ガ
年
号
ガ
不
明
デ
ハ
有
升
ナ
レ
共
／
／
明
治
元
年
カ
又
ハ
二
年
カ
ト
思
イ
マ
ス
是
ニ
ハ
又
々
／
ヨ
リ
調
ベ
マ
シ
テ
此
時
ノ
三
味
線
ハ
野
澤
吉
彌
／
後
ニ
五
代
目
吉
兵
衛
師
で
有
升
／
綱
太
夫
系
デ
ハ
瓜
生
綱
太
夫
ト
カ
又
ハ
／
隼
人
綱
太
夫
ト
カ
申
テ
居
升
／
代
々
之
墓
地
モ
法
名
モ
年
号
モ
皆
々
調
ベ
テ
／
有
升
ガ
此
五
代
ダ
ケ
ノ
法
名
モ
墓
地
モ
不
明
／
デ
有
升
尤
モ
京
都
ノ
西
陣
辺
デ
後
年
／
ニ
ハ
風
呂
屋
ヲ
シ
テ
居
ラ
レ
タ
事
ダ
ケ
ハ
分
ツ
テ
／
有
升
ル
ガ
寺
モ
墓
モ
イ
マ
ダ
ニ
ワ
カ
リ
マ
セ
ヌ
初
代
綱
太
夫
ハ
新
路
次
平
野
屋
嘉
助
／
ト
云
フ
二
代
ハ
京
猪
之
熊
ト
云
フ
三
代
ハ
飴
屋
ト
云
フ
四
代
ハ
江
戸
堀
ト
云
フ
五
代
ハ
瓜
生
ト
云
フ
六
代
ハ
左
官
ノ
綱
太
夫
ト
云
フ
七
代
ハ
法
善
寺
ト
云
フ
／
／
六
代
目
竹
本
綱
太
夫
始
メ
三
世
河
堀
口
長
門
太
夫
嘉
永
四
年
頃
江
戸
／
逗
留
中
之
門
人
ニ
テ
小
定
太
夫
ト
名
乗
リ
同
六
年
／
阪
地
ニ
来
リ
暫
時
ニ
シ
テ
江
戸
ニ
帰
リ
大
夫
ヲ
止
テ
我
／
本
業
成
左
官
職
ト
成
又
々
浄
瑠
璃
道
ニ
入
リ
テ
／
岡
太
夫
之
門
ニ
入
テ
豊
竹
錣
太
夫
ヲ
名
乗
リ
前
語
リ
ヲ
／
ナ
シ
少
シ
熟
シ
テ
后
西
京
ニ
来
リ
テ
山
城
掾
之
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門
人
ト
成
／
殿
母
太
夫
ト
改
ム
此
頃
元
治
元
年
頃
同
二
年
二
月
／
京
四
条
南
芝
居
へ
出
勤
追
々
評
判
宜
敷
堺
ノ
芝
居
／
ニ
テ
先
代
萩
竹
之
間
ヲ
語
リ
好
人
気
各
所
ヘ
出
勤
其
後
／
京
都
ニ
戻
ツ
テ
竹
本
織
太
夫
ト
再
改
名
ス
明
治
五
年
／
大
阪
ヘ
下
リ
北
堀
江
芝
居
ニ
テ
忠
臣
蔵
掛
合
九
太
夫
ト
／
桃
ノ
井
別
荘
ノ
段
（
現
今
本
造
下
邸
）
是
ヲ
勤
メ
好
評
／
夫
ヨ
リ
益
々
好
人
気
或
時
新
町
封
印
切
ヲ
語
ル
／
時
ナ
ド
ハ
其
気
分
ヲ
取
入
レ
ル
迚
其
興
行
中
或
／
茶
屋
ニ
入
ビ
タ
リ
ニ
テ
彼
家
ヨ
リ
日
々
芝
居
ヘ
出
勤
／
致
サ
レ
シ
由
此
師
ニ
附
テ
ハ
種
々
成
噺
残
リ
ア
リ
／
明
治
九
子
年
九
月
興
行
大
江
橋
々
畔
小
家
／
ニ
テ
夏
祭
浪
花
鑑
田
島
町
団
七
内
ノ
段
ニ
テ
／
六
世
綱
太
夫
名
跡
襲
名
披
露
ヲ
致
サ
レ
後
／
／
各
所
ヘ
出
勤
夫
ヨ
リ
御
手
紙
ニ
有
升
道
頓
堀
／
ヘ
出
座
千
本
桜
の
春
古
靱
綱
ノ
掛
合
／
狐
ば
か
さ
れ
の
所
で
荒
法
師
が
歌
を
／
う
た
う
此
時
綱
太
夫
師
が
紀
伊
の
国
を
う
た
ゐ
／
ま
し
て
か
ら
色
里
各
廓
で
紀
伊
の
国
が
／
大
流
行
致
し
ま
し
た
と
の
事
を
師
匠
の
宅
ノ
／
御
か
み
さ
ん
か
ら
よ
く
御
噺
し
を
聞
き
ま
し
た
／
其
後
又
々
江
戸
表
ヘ
帰
ヘ
ラ
レ
又
明
治
十
一
年
之
／
十
月
ニ
帰
阪
有
テ
堀
江
芝
居
ヘ
出
勤
八
陣
之
舟
ノ
／
政
清
ト
八
ツ
目
切
本
城
ノ
段
ヲ
勤
メ
ラ
レ
直
ニ
又
大
江
橋
／
小
家
ヘ
出
勤
此
時
ハ
一
ノ
谷
ノ
二
ノ
切
流
し
之
枝
ノ
だ
ん
ト
／
三
ノ
切
陣
家
ノ
段
ト
ヲ
語
ラ
レ
マ
シ
タ
夫
カ
ラ
各
所
ヘ
出
勤
／
仝
十
二
年
卯
十
一
月
稲
荷
北
門
席
ニ
テ
菅
原
寺
子
や
／
ノ
切
ヲ
勤
メ
テ
又
々
東
京
表
ヘ
帰
ヘ
ラ
レ
マ
シ
タ
／
東
京
ニ
テ
モ
各
座
并
ニ
席
ヘ
出
勤
セ
ラ
レ
テ
好
人
気
ヲ
／
ト
ツ
テ
居
ラ
レ
マ
シ
タ
ガ
明
治
十
六
年
癸
未
年
九
月
廿
四
日
／
行
年
四
十
三
ニ
テ
歿
セ
ラ
レ
マ
シ
タ
／
法
名
竹
薗
印
綱
譽
業
徳
義
本
居
士
／
川
崎
之
大
師
本
堂
向
テ
左
側
之
大
ナ
ル
松
ノ
木
ノ
／
元
ニ
同
師
之
碑
ガ
建
テ
居
リ
マ
ス
／
／
綱
太
夫
系
之
内
で
此
師
ヲ
左
官
ノ
綱
太
夫
ト
申
升
／
俗
名
斉
藤
太
市
古
靱
／
拝
鴻
池
様
／
御
侍
史
●
書
簡
番
号
13　
昭
和
十
三
年
五
月
十
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
二
三
一
六
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／13
5
10
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
織
大
夫
改
名
祝
の
事
n
／
及
堺
春
大
夫
の
墓
／
所
修
理
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
五
月
十
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
前
略
御
免
被
下
／
八
日
出
の
御
尊
書
正
に
拝
見
／
難
有
且
又
実
に
御
無
理
／
な
る
事
を
御
願
申
上
／
ま
し
た
／
所
御
聞
済
下
さ
い
ま
し
て
／
何
共
／
御
礼
の
申
様
が
御
座
り
ま
せ
ぬ
／
厚
く
〳
〵
御
礼
を
申
の
べ
升
／
昨
日
織
太
夫
よ
り
申
参
り
／
ま
し
た
に
は
此
度
／
改
名
に
附
見
台
を
／
御
祝
下
さ
れ
ま
し
た
と
の
／
事
／
何
ん
と
申
結
構
な
事
／
で
あ
ろ
う
ふ
私
が
／
頂
戴
致
し
ま
し
た
る
如
き
よ
り
の
／
嬉
し
さ
重
々
御
厚
礼
／
申
上
ま
す
又
〳
〵
む
さ
く
ろ
し
き
／
宅
迄
御
使
者
を
／
下
さ
い
／
ま
し
た
事
を
／
実
に
本
人
よ
り
母
姉
／
と
も
に
難
有
事
に
思
ひ
／
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
／
此
上
共
に
末
長
く
／
可
愛
／
が
つ
て
／
や
つ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
る
よ
ふ
私
し
よ
り
も
／
御
願
ひ
申
上
升
／
扨
又
御
地
の
御
墓
の
事
／
さ
だ
め
し
お
こ
ま
り
の
／
事
と
／
御
さ
つ
し
／
い
た
し
ま
す
不
明
な
方
が
／
多
く
／
あ
る
事
と
思
ひ
ま
す
る
／
堺
林
昌
寺
春
太
夫
師
の
墓
／
の
事
は
叶
太
夫
方
o
へ
も
手
紙
を
／
だ
し
ま
し
て
只
今
文
字
／
太
夫
p
と
噺
し
を
／
い
た
し
て
／
お
り
ま
す
／
何
れ
近
日
に
何
と
か
い
た
し
／
ま
す
る
／
つ
も
り
で
／
お
り
升
／
ち
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か
く
に
御
帰
邸
と
の
／
事
／
何
れ
御
面
会
を
願
ひ
ま
し
て
／
万
々
／
昨
夜
織
太
夫
放
送
q
御
聞
き
／
下
さ
い
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
／
先
は
御
礼
ま
で
五
月
十
日　
古
靭
／
拝
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
●
書
簡
番
号
14　
昭
和
十
三
年
六
月
十
九
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
市
内
東
区
今
橋
／
鴻
池
御
本
邸
に
て
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
大
阪
南
／13
6
19
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
封
六
月
十
九
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
前
略
御
免
／
只
今
は
御
使
難
有
／
た
し
か
に
番
附
帖
／
六
冊
ゐ
た
ゞ
き
ま
し
た
／
稲
荷
座
之
分
今
一
冊
／
御
手
元
に
残
り
あ
り
／
ま
す
と
／
存
じ
ま
す
が
未
だ
御
入
用
／
な
れ
ば
宜
敷
御
調
済
／
に
相
成
お
り
ま
す
事
な
れ
ば
／
御
都
合
の
時
又
〳
〵
御
と
ゞ
け
／
願
上
升
自
分
用
を
／
先
き
に
申
上
ま
し
て
／
失
礼
／
扨
御
無
事
御
帰
邸
の
御
事
／
お
い
そ
が
し
き
中
を
写
真
／
何
角
と
御
厄
介
成
事
と
／
厚
く
御
礼
申
上
升
／
昨
日
堺
春
太
夫
師
の
御
墓
を
／
も
と
〳
〵
に
建
直
し
い
た
し
／
ま
す
る
事
に
漸
と
林
昌
寺
へ
／
叶
太
夫
文
字
大
夫
と
私
し
と
／
参
り
ま
し
て
住
職
と
噺
し
を
／
い
た
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
／
何
れ
近
き
内
に
建
て
く
れ
る
／
事
と
存
じ
ま
す
／
又
新
橋
演
舞
場
行
r
も
／
昨
日
極
り
ま
し
た
様
な
事
で
／
何
角
い
そ
が
し
く
織
太
夫
は
／
明
日
東
上
い
た
し
私
わ
／
廿
四
五
日
頃
に
参
り
度
と
／
考
へ
／
お
り
ま
す
／
有
楽
座
へ
参
り
ま
し
た
／
頃
s
の
番
附
は
調
べ
て
／
見
ま
す
る
が
是
は
あ
る
ま
い
と
／
存
じ
ま
す
又
米
澤
町
／
時
代
t
の
番
附
も
取
調
べ
ま
し
て
／
有
り
ま
す
る
も
の
は
東
京
へ
／
持
つ
て
参
り
ま
せ
ふ
／
何
れ
東
上
の
節
御
目
に
／
か
ゝ
り
万
々
／
先
は
御
礼
旁
々
／
御
返
事
迄
六
月
十
九
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
●
書
簡
番
号
15　
昭
和
十
三
年
十
月
二
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
二
弐
一
六
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／13
10
2
／
后0
4　
﹇
切
手
﹈
二
銭
二
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
三
代
目
吉
田
辰
五
郎
及
／
兵
吉
、
小
兵
吉
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
〆
十
月
二
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
御
尊
書
に
預
り
難
有
少
し
く
／
御
涼
し
く
相
成
ま
し
た
と
思
ひ
／
ま
し
た
ら
ば
此
両
三
日
は
／
又
〳
〵
む
し
あ
つ
く
／
な
つ
て
参
り
ま
し
た
が
是
は
／
お
長
い
事
も
御
座
り
ま
す
ま
い
／
ま
た
〳
〵
さ
む
い
〳
〵
と
／
申
升
る
事
も
ち
か
い
事
に
／
御
座
り
ま
せ
ふ
／
益
々
御
機
嫌
御
宜
敷
／
由
何
よ
り
と
存
じ
お
り
升
／
長
い
間
の
／
休
み
u
に
御
座
り
ま
し
た
が
い
よ
〳
〵
／
久
振
り
に
て
文
楽
も
開
場
と
／
相
成
ま
し
た
番
附
が
出
来
／
ま
し
た
／
御
笑
覧
願
上
升
／
明
治
座
v
へ
も
御
越
下
さ
い
／
ま
し
た
と
の
事
／
厚
く
御
礼
申
上
升
／
何
ん
で
も
御
客
様
さ
へ
来
て
／
い
た
ゞ
け
ば
よ
ろ
し
い
の
で
／
不
入
で
は
こ
ま
る
の
で
／
御
ざ
い
ま
す
／
お
蔭
に
て
大
入
満
員
も
／
四
五
日
で
ま
／
し
た
／
の
で
／
是
も
み
な
さ
ま
の
お
蔭
― 19 ―
と
／
か
げ
／
な
が
ら
よ
ろ
こ
び
お
り
／
ま
し
た
／
洋
行
の
噂
w
も
如
何
相
成
／
ま
し
た
事
や
ら
其
後
何
物
も
／
聞
ま
せ
ぬ
し
か
し
こ
ん
な
時
／
に
わ
白
井
様
x
も
御
考
へ
／
下
さ
れ
て
何
ん
と
か
や
つ
て
／
下
さ
る
と
よ
い
と
思
ひ
ま
す
／
又
日
本
人
で
も
わ
か
ら
ぬ
物
を
／
と
か
新
聞
に
出
て
お
り
ま
し
た
が
／
わ
か
ら
ぬ
物
わ
い
づ
く
へ
／
ま
ゐ
つ
て
も
／
あ
る
も
の
で
す
又
わ
か
る
方
も
／
あ
る
の
で
す
／
御
帰
阪
に
相
成
ま
し
て
御
目
に
／
か
ゝ
り
万
々
御
噺
し
申
上
度
と
／
思
ひ
お
り
升又
辰
五
郎
さ
ん
の
事
／
初
代
二
代
わ
お
わ
か
り
に
／
な
つ
て
あ
る
事
と
存
じ
ま
す三
代
は
二
代
目
吉
川
才
治
の
／
門
人
に
て
初
名
を
小
市
改
め
て
／
才
三
郎
再
改
三
代
目
辰
五
郎
／
名
跡
襲
名
し
て
各
座
へ
出
勤
／
後
に
彦
六
座
の
大
立
者
四
代
目
辰
五
郎
は
此
間
死
去
／
致
ま
し
た
人
は
じ
め
は
／
兵
造
と
申
ま
し
た
夫
か
ら
／
駒
十
郎
に
成
つ
て
後
に
／
四
代
目
を
襲
名
／
此
人
は
始
め
四
代
目
兵
吉
の
／
門
人
で
兵
造
と
名
乗
つ
て
／
師
死
去
後
三
代
辰
五
郎
の
門
に
／
成
て
駒
十
郎
と
改
名
し
て
／
後
に
師
名
辰
五
郎
に
な
つ
た
と
／
思
ひ
ま
す
兵
吉
名
跡
は
四
代
兵
吉
の
や
は
り
／
弟
子
で
辨
吉
と
申
後
に
／
二
代
目
之
小
兵
吉
に
な
り
ま
し
て
／
師
亡
後
五
世
兵
吉
を
襲
名
／
此
人
も
彦
六
座
に
も
出
勤
／
又
文
楽
に
も
長
く
つ
と
め
て
／
お
り
ま
し
た
只
今
の
小
兵
吉
／
の
師
匠
で
あ
り
ま
す
追
々
と
お
さ
む
く
相
成
／
升
る
ゆ
へ
此
上
共
に
／
御
身
御
大
事
に
／
い
づ
れ
御
面
会
を
願
ひ
／
万
々
十
月
二
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
様
●
書
簡
番
号
16　
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
九
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
二
三
／
一
六
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
熱
海
／13
12
20
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
糊
十
二
月
十
九
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
豊
竹
古
靱
太
夫
」
角
印
【
本
文
】
前
略
年
内
も
少
々
日
と
／
相
成
ま
し
て
御
座
り
ま
す
／
扨
毎
度
お
た
よ
り
且
写
真
／
ま
て
／
御
送
り
下
さ
い
ま
し
て
難
有
／
御
礼
申
上
升
御
礼
延
引
／
あ
し
か
ら
ず
／
扨
来
春
興
行
y
も
元
旦
よ
り
／
又
々
忠
臣
蔵
道
行
の
真
と
／
九
段
目
前
半
段
駒
錣
／
の
一
日
替
り
奥
は
大
隅
に
／
御
座
り
升
次
は
日
向
島
を
／
津
夫
か
ら
又
の
勧
進
帳
／
弁
慶
富
樫
織
と
相
生
／
一
日
替
り
其
次
が
三
十
三
間
堂
／
中
文
字
切
は
又
私
し
／
夫
か
ら
団
子
売
で
閉
場
と
／
申
よ
ふ
な
／
い
つ
も
〳
〵
の
／
事
に
御
ざ
り
／
ま
す
／
私
の
／
九
段
目
z
と
の
御
手
紙
是
に
つ
い
て
は
／
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た
節
万
々
／
御
噺
し
を
申
上
度
／
ぞ
ん
じ
／
ま
す
／
い
づ
れ
春
に
／
御
め
に
か
ゝ
り
ま
し
て
／
宜
敷
／
御
越
年
を
御
祈
申
上
升
／
年
内
は
是
に
て
失
礼
申
ま
す
る
／
先
は
乍
延
引
／
御
礼
迄
十
二
月
十
九
日　
金
杉
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
●
書
簡
番
号
17　
昭
和
十
四
年
二
月
四
日
付
け
【
封
筒
表
】
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﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
東
山
／14
2
4
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
二
銭
二
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
冥
途
の
飛
脚
／
放
送
の
事
」
+
【
封
筒
裏
】「
封
二
月
四
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
京
都
四
條
川
端
下
ル
／
招
福
方
／
金
杉
弥
太
郎
拝
」
【
本
文
】
前
略
／
扨
両
三
日
前
に
お
た
よ
り
を
／
い
た
し
ま
し
た
時
今
本
月
八
日
に
／
放
送
の
事
を
鳥
渡
／
申
上
升
た
が
／
延
期
を
い
た
し
ま
し
た
ゆ
へ
／
右
と
り
け
し
申
し
ま
す
／
近
々
御
慶
事
,
の
／
あ
る
べ
き
に
／
外
題
の
冥
途
の
飛
脚
が
／
面
白
く
な
く
外
の
も
の
と
／
か
へ
て
／
く
れ
と
申
参
り
ま
し
た
が
／
自
分
も
／
廿
四
五
年
振
り
に
／
語
つ
て
／
み
よ
ふ
と
／
思
ひ
お
り
ま
し
た
が
／
鳥
渡
気
が
抜
ま
し
／
た
／
か
ら
／
や
め
ま
し
て
又
後
〳
〵
て
の
／
事
に
し
て
頂
き
ま
し
た
／
あ
ま
り
早
く
か
ら
御
し
ら
せ
／
い
た
し
／
ま
し
た
ら
ば
／
や
め
る
事
に
／
相
成
ま
し
た
／
と
り
け
し
〳
〵
／
お
蔭
に
て
京
都
南
座
/
も
／
大
入
を
つ
ゞ
け
て
お
り
ま
す
／
先
は
右
や
め
ま
し
た
／
御
報
迄
二
月
四
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
三
月
下
旬
に
／
御
地
へ
参
る
事
に
極
り
ま
し
た
が
／
早
く
か
ら
申
上
て
是
も
又
替
る
や
も
／
し
れ
ま
せ
ぬ
●
書
簡
番
号
18　
昭
和
十
四
年
四
月
七
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
市
内
東
区
今
橋
二
丁
目
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／14
4
7
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
竹
本
文
字
太
夫
の
／
代
々
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
寿
四
月
八
日
」
﹇
宛
名
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
前
略
／
昨
日
は
御
不
礼
を
致
し
ま
し
た
／
扨
御
申
附
に
相
成
ま
し
た
文
字
／
太
夫
之
代
々
あ
ら
か
た
わ
／
こ
ん
な
事
に
な
つ
て
御
座
い
ま
し
／
て
本
人
も
七
代
目
で
や
つ
て
／
お
り
升
る
が
昨
日
も
申
ま
し
た
通
り
／
東
京
に
も
一
人
文
字
太
夫
が
／
お
り
ま
し
た
が
此
人
は
東
京
／
だ
け
の
文
字
太
夫
で
代
数
の
中
へ
は
／
は
い
つ
て
お
り
ま
せ
ぬ
／
氏
太
夫
師
と
重
太
夫
よ
り
／
六
世
政
太
夫
と
な
ら
れ
ま
し
た
師
と
の
／
御
墓
を
と
も
に
し
る
し
て
／
お
き
ま
し
た
何
れ
又
々
御
た
よ
り
を
／
申
上
升
る
今
日
は
／
是
で
失
礼
を
／
申
あ
げ
ま
す
四
月
八
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
若
様
御
女
中
様
へ
も
宜
敷
御
鶴
声
を
／
／
文
字
太
夫
歴
代
初
代
ハ
越
前
少
掾
之
（
東
ノ
元
祖
）
門
人
ニ
テ
大
和
屋
茂
兵
衛
／
ト
云
フ
初
代
ハ
豊
竹
文
字
大
夫
ヲ
名
乗
ル
／
延
享
二
年
越
前
之
一
世
一
代
興
行
ヲ
終
リ
同
年
八
月
／
ヨ
リ
西
之
竹
本
芝
居
へ
出
勤
此
時
ヨ
リ
竹
本
改
性
ス
　
○
二
代
ハ
二
世
組
大
夫
之
門
人
ニ
テ
後
ニ
三
代
目
組
大
夫
ヲ
／
襲
名
セ
リ
　
○
三
代
ハ
三
世
綱
大
夫
（
飴
屋
）
之
門
人
ニ
テ
後
ニ
／
三
世
竹
本
氏
太
夫
ト
成
　
○
― 21 ―
四
代
ハ
同
氏
大
夫
之
門
人
ニ
テ
初
名
さ
の
太
夫
ト
云
フ
／
後
ニ
四
世
文
字
太
夫
師
名
襲
名
シ
後
年
堺
之
四
世
／
春
太
夫
之
養
子
ト
成
天
保
十
三
年
寅
十
一
月
堺
新
地
／
南
芝
居
ニ
於
テ
五
世
竹
本
春
太
夫
名
跡
相
続
ス
此
時
／
摂
州
合
邦
ケ
辻
下
ノ
巻
役
場
　
○
五
代
ハ
四
世
豊
竹
岡
太
夫
之
門
人
始
メ
百
合
大
夫
ト
／
云
フ
／
師
岡
太
夫
江
戸
ヘ
下
リ
シ
ニ
付
五
世
春
太
夫
之
預
リ
門
人
ト
成
／
／
春
太
夫
先
名
文
字
太
夫
ヲ
襲
名
シ
五
代
目
ト
ナ
ル
／
後
ニ
旧
師
名
跡
ヲ
襲
イ
五
世
岡
太
夫
ト
成
　
○
六
代
ハ
二
世
越
路
大
夫
之
門
人
（
摂
津
大
掾
）
ニ
テ
／
始
メ
常
子
太
夫
後
さ
の
太
夫
再
改
名
／
六
代
目
文
字
太
夫
ト
成
明
治
卅
六
年
一
月
ニ
／
師
名
竹
本
越
路
大
夫
三
代
目
ヲ
襲
名
ス
　
○
七
代
ハ
三
世
越
路
太
夫
之
高
弟
始
メ
小
常
太
夫
／
次
ニ
師
之
幼
名
常
子
太
夫
ト
成
夫
ヨ
リ
八
十
大
夫
／
七
世
ヲ
襲
名
シ
師
死
去
后
之
大
正
十
四
年
／
十
一
月
五
代
之
文
字
太
夫
三
十
三
回
忌
ニ
相
当
／
此
時
師
之
先
名
竹
本
文
字
太
夫
之
七
代
目
ヲ
襲
名
／
ス
是
当
今
之
文
字
太
夫
／
／
三
代
目
竹
本
氏
大
夫
三
代
目
／
文
字
太
夫
改
／
法
名
（
妙
法
）
眞
諦
院
我
楽
日
浄
信
士
／
弘
化
四
丁
未
年
十
一
月
廿
五
日
行
年
五
十
八
／
中
寺
町
高
津
表
門
筋
南
ヘ
入
東
側
／
妙
堯
寺
ニ
石
碑
有
／
五
代
目
竹
本
春
太
夫
之
師
匠
也
／
大
系
図
ヲ
見
レ
バ
四
代
目
氏
太
夫
ニ
ナ
リ
マ
ス
ガ
如
何
／
仲
間
デ
ハ
三
代
目
ト
申
テ
ヲ
リ
マ
ス
／
飴
屋
綱
太
夫
ノ
門
人
ニ
テ
文
政
十
二
年
正
月
／
堀
江
市
之
側
芝
居
興
行
之
時
伊
賀
越
沼
津
／
之
段
ヲ
語
リ
改
名
披
露
ア
ル
此
時
三
十
九
才
四
代
目
竹
本
重
太
夫
先
名
六
代
目
む
ら
太
夫
改
／
森
晃
院
法
譽
重
翁
憲
禅
定
門
／
明
治
十
九
年
八
月
五
日
行
年
六
十
二
／
天
王
寺
生
玉
町
長
圓
寺
ニ
石
碑
有
／
寺
門
ヲ
入
リ
テ
直
北
側
ニ
東
面
ナ
セ
シ
碑
／
六
代
目
竹
本
政
太
夫
ト
ア
ル
芝
居
ニ
テ
披
露
／
ナ
ク
名
跡
ヲ
相
続
シ
直
死
去
セ
リ
俗
名
森
近
蔵
●
書
簡
番
号
19　
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
五
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
市
内
東
区
今
橋
弐
丁
目
／
鴻
池
御
本
邸
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／14
4
25
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
四
銭
﹇
貼
り
紙
﹈「
平
信
」
【
封
筒
裏
】「
寿
四
月
二
拾
五
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
前
略
其
後
御
不
沙
汰
／
御
赦
願
度
只
今
／
巡
業
よ
り
帰
宅
致
し
／
先
日
御
送
り
下
さ
い
ま
し
た
／
御
手
紙
拝
見
御
返
事
／
延
引
あ
し
か
ら
ず
／
三
日
初
日
=
に
て
菅
原
／
道
行
よ
り
杖
折
檻
（
文
字
／
呂
／
一
日
替
り
／
東
天
紅
大
隅　
道
明
寺
津
／
寺
入
伊
勢　
寺
子
屋
古
靱
　
○
朝
白ハ
宿
屋
口　
笑
薬
と
／
切
を
／
（
錣
／
駒
／
一
日
替
り
／
大
井
川
伊
達
　
○
弥
治
喜
多
並
木
掛
合
／
相
生
織
弥
二
郎
兵
衛
喜
多
八
一
日
替
り
／
外
私
し
は
／
道
明
寺
に
廻
り
た
い
の
／
で
し
た
が
／
四
段
目
の
方
を
と
申
参
り
／
ま
し
た
／
お
か
げ
さ
ま
と
此
度
の
旅
A
も
／
各
地
共
都
合
よ
く
／
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
／
岐
阜
一
日
富
山
一
日
高
岡
一
日
／
加
賀
金
沢
二
日
福
井
一
日
と
／
申
す
乗
込
〳
〵
の
初
日
／
十
八
日
に
立
ま
し
て
直
に
岐
阜
へ
／
昨
夜
福
井
を
打
上
直
／
午
後
十
一
― 22 ―
時
半
の
／
発
車
に
打
の
り
今
朝
五
時
半
に
／
大
阪
駅
へ
着
い
た
し
／
ま
し
た
／
よ
ふ
な
／
せ
わ
し
な
ゐ
旅
行
実
に
／
い
や
に
な
り
ま
す
／
浄
瑠
璃
も
ま
ん
そ
く
／
に
わ
／
語
れ
ま
せ
ぬ
／
右
様
の
次
第
に
て
宅
か
ら
／
書
面
も
送
ら
し
ま
す
る
／
事
が
で
き
ま
せ
ず
夫
れ
が
／
為
／
御
返
事
延
引
何
卒
／
あ
し
か
ら
ず
御
ゆ
る
し
を
／
願
上
舛
／
先
は
乍
延
引
御
返
事
迄
四
月
廿
五
日
朝　
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
●
書
簡
番
号
20　
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
市
内
東
区
今
橋
弐
丁
目
／
鴻
池
様
御
本
邸
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／14
12
24
／
前8
12　
﹇
切
手
﹈
二
銭
二
枚
【
封
筒
裏
】「
〆
十
二
月
廿
三
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
大
阪
市
西
成
区
粉
浜
中
ノ
町
／
四
丁
目
一
三
六
／
金
杉
弥
太
郎
／
拝
」
【
本
文
】
前
文
御
免
／
二
十
日
出
の
御
書
面
難
有
／
拝
見
仕
り
ま
し
た
御
深
切
に
／
御
招
待
下
さ
い
ま
し
て
当
方
は
／
い
つ
に
て
も
結
構
に
御
ざ
り
／
ま
す
／
し
か
し
／
其
当
日
迄
に
是
非
一
度
／
御
目
に
か
ゝ
り
申
上
度
／
事
も
／
御
座
り
ま
す
が
御
ひ
ま
は
／
御
ざ
り
ま
す
ま
い
か
御
伺
／
申
上
升
／
私
も
／
明
廿
四
日
は
宅
に
て
／
陣
家
B
の
／
け
い
こ
を
い
た
し
て
／
お
り
ま
す
／
が
／
明
後
廿
五
日
は
例
の
／
因
会
C
に
出
席
い
た
し
／
ま
す
の
で
／
是
は
一
日
が
け
と
／
相
成
ま
す
／
此
日
は
／
一
日
留
主
／
廿
六
日
よ
り
廿
八
日
迄
は
ど
こ
へ
も
／
参
り
ま
せ
ぬ
／
廿
九
日
は
立
稽
古
三
十
日
は
／
惣
げ
い
こ
と
相
成
ま
す
／
織
太
夫
團
六
に
も
今
日
鳥
渡
／
申
升
た
れ
ば
是
非
御
と
も
／
い
た
し
度
と
申
て
お
り
ま
し
た
／
が
／
是
迚
も
文
楽
外
に
中
座
の
／
大
蛇
退
治
D
の
け
い
こ
が
／
で
ゝ
ま
ゐ
り
／
ま
す
の
で
此
人
ら
は
十
二
時
の
／
お
ひ
る
飯
が
／
結
構
と
申
て
お
り
ま
し
た
／
東
京
表
へ
先
日
私
し
／
お
た
よ
り
を
申
画
の
御
礼
を
／
さ
し
出
し
ま
し
た
が
／
あ
な
た
様
の
御
た
よ
り
と
入
違
へ
に
／
相
成
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
／
い
づ
れ
御
面
会
を
願
ひ
ま
し
て
／
万
々
／
先
は
御
礼
旁
々
／
先
き
に
一
度
御
目
に
／
か
ゝ
れ
ま
せ
ふ
か
／
右
御
願
迄
十
二
月
廿
三
日
／
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
●
書
簡
番
号
21　
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
八
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
二
三
一
六
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／15
1
29
／
前0
8　
﹇
切
手
﹈
二
銭
二
枚
【
封
筒
裏
】「
〆
一
月
廿
八
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
大
阪
市
西
成
区
粉
濱
中
之
町
四
丁
目
一
三
六
／
豊
竹
古
靱
太
夫
／
電
話
住
吉
三
一
四
五
番
」
印
【
本
文
】
御
機
嫌
お
宜
敷
御
座
り
ま
す
か
何
ん
と
／
お
寒
ひ
事
に
て
は
御
ざ
い
ま
せ
ぬ
か
先
頃
は
／
文
楽
に
て
は
な
は
だ
御
不
礼
を
仕
り
ま
し
た
／
と
う
〳
〵
熊
谷
陣
家
E
は
風
引
で
終
つ
て
／
仕
ま
ゐ
ま
し
て
実
に
残
念
に
御
ざ
い
ま
し
た
／
お
蔭
様
に
て
か
ら
だ
も
元
々
通
り
に
相
成
ま
し
て
／
昨
日
か
ら
二
月
の
紙
屋
の
治
兵
衛
さ
― 23 ―
ん
F
を
／
稽
古
に
か
ゝ
り
ま
し
た
ど
う
も
此
浄
瑠
璃
わ
／
お
し
や
べ
り
を
し
て
見
ま
し
て
も
私
し
の
語
れ
る
／
義
太
夫
と
違
ふ
よ
ふ
に
思
ひ
升
ど
ふ
し
て
も
／
語
れ
ま
せ
ん
十
八
日
間
の
興
行
中
せ
め
て
／
一
日
で
も
よ
い
少
し
自
分
の
思
ふ
て
居
る
よ
ふ
に
／
や
つ
て
見
た
ゐ
と
思
ひ
ま
す
が
此
段
は
古
靱
／
に
わ
語
れ
ぬ
一
段
と
見
へ
ま
す
／
扨
此
頃
逢
阪
の
四
世
廣
助
師
の
墓
所
へ
／
御
ま
ゐ
り
申
て
参
り
ま
し
た
ま
だ
松
葉
家
G
に
／
あ
ひ
ま
せ
ん
が
文
楽
の
稽
古
に
会
ひ
ま
し
た
ら
／
い
う
て
あ
げ
ま
せ
ふ
と
思
ふ
て
お
り
ま
す
／
先
日
御
預
致
し
ま
し
た
名
跡
抜
萃
ぼ
ち
〳
〵
と
／
調
べ
か
け
て
お
り
ま
す
お
し
る
し
の
相
違
の
所
を
／
／
こ
ゝ
へ
書
出
し
て
見
ま
す
と
住
太
夫
四
人
ト
有
り
升
る
が
雛
太
夫
改
越
太
夫
改
／
五
代
目
住
太
夫
が
御
座
い
升
／
天
王
寺
ニ
墓
ノ
ア
ル
人
紋
太
夫
ハ
九
代
目
迄
御
座
り
ま
す
津
賀
大
夫
ハ
先
達
御
調
済
之
濱
太
夫
改
四
世
か
ら
ア
ト
／
東
京
ノ
小
組
太
夫
改
和
佐
太
夫
再
改
五
代
目
津
賀
大
夫
／
此
人
ハ
阪
地
ノ
産
レ
／
先
ノ
／
古
靱
師
の
門
人
／
で
し
た
／
此
方
ハ
中
々
上
手
ナ
小
サ
イ
浄
ル
リ
デ
シ
タ
ガ
味
イ
方
／
デ
シ
タ
其
弟
子
ガ
現
今
六
代
目
津
賀
太
夫
事
／
御
地
之
米
翁
デ
有
マ
シ
テ
名
跡
ハ
当
時
私
ガ
／
預
リ
阪
地
ヘ
持
帰
ヘ
ツ
テ
ヲ
リ
升
カ
ラ
六
代
迄
ハ
／
ア
ル
事
ニ
ナ
ツ
テ
ヲ
リ
マ
ス
次
ニ
此
名
ヲ
継
ク
者
ニ
ハ
／
七
代
目
ト
名
乗
ラ
セ
マ
ス
湊
太
夫
／
（
四
人
／
ト
ア
リ
升
ガ
）
／
天
王
寺
ニ
ア
ル
墓
ノ
方
ガ
五
代
目
デ
有
升
テ
／
此
頃
御
地
デ
死
去
致
シ
マ
シ
タ
さ
の
太
夫
改
／
湊
太
夫
ガ
六
代
目
ヲ
継
デ
ヲ
リ
マ
ス
カ
ラ
／
是
モ
六
代
迄
ニ
ナ
リ
升
八
重
太
夫
／
（
七
人
）
／
是
モ
八
代
目
迄
継
で
ヲ
リ
マ
ス
／
橘
太
夫
改
八
代
目
竹
本
八
重
太
夫
／
此
人
ハ
早
ク
カ
ラ
朝
鮮
ヘ
稽
古
ニ
／
渡
ツ
テ
居
マ
シ
タ
／
朝
鮮
ノ
大
掾
サ
ン
ノ
様
ニ
申
サ
レ
テ
イ
マ
シ
タ
／
余
上
手
デ
ハ
有
リ
マ
セ
ン
／
／
巴
太
夫
／
（
五
人
）
／
阪
地
デ
ハ
例
之
柳
適
太
夫
ガ
五
代
目
ノ
／
巴
太
夫
デ
有
マ
シ
テ
次
ニ
六
代
目
ガ
／
出
来
テ
ヲ
リ
マ
ス
要
太
夫
改
巴
太
夫
ト
／
申
ノ
ガ
六
世
ヲ
継
デ
ヲ
リ
升
／
此
頃
ハ
御
地
ニ
巴
太
夫
ガ
出
来
テ
／
居
升
ガ
現
今
ノ
人
ヨ
リ
先
キ
ニ
モ
／
有
マ
シ
テ
夫
レ
ヲ
ツ
イ
デ
居
ル
ノ
ダ
／
ソ
ウ
デ
ス
ガ
大
阪
デ
ハ
見
ト
メ
マ
セ
ン
／
阪
地
次
ニ
巴
太
夫
ガ
出
来
升
レ
バ
／
七
代
目
ト
ナ
リ
マ
ス
播
磨
太
夫
ハ
／
初
代
ガ
塩
町
政
太
夫
江
戸
ニ
テ
播
磨
太
夫
ト
改
名
／
此
方
ヲ
初
代
ト
シ
二
世
蟻
鳳
播
磨
ト
申
テ
／
始
メ
伊
左
衛
門
ト
云
フ
三
弦
ニ
テ
後
ニ
三
代
目
蟻
鳳
ト
成
／
我
レ
ノ
弦
ク
ベ
キ
大
夫
ナ
シ
迚
后
年
ニ
二
代
之
播
磨
太
夫
／
ト
成
業
ヲ
替
へ
太
夫
ト
ナ
ル
次
ニ
／
越
太
夫
改
三
代
目
播
磨
大
夫
と
成
次
ハ
／
是
又
元
初
代
清
六
ノ
門
人
ニ
テ
亀
太
郎
ト
云
フ
／
者
后
ニ
亀
鳳
ト
改
ム
此
人
元
来
江
戸
生
レ
ニ
テ
／
稚
キ
時
阪
地
ヘ
至
リ
三
弦
修
行
シ
江
戸
ヘ
帰
ヘ
ル
／
又
改
名
紋
左
衛
門
ト
成
再
々
改
メ
伊
左
衛
門
／
名
跡
襲
名
暫
時
ニ
シ
テ
元
ノ
紋
左
衛
門
ニ
／
／
カ
ヘ
ル
中
々
ノ
美
音
家
ニ
テ
明
治
十
四
年
春
ニ
／
大
夫
ニ
成
テ
四
世
播
磨
太
夫
ト
改
名
ナ
ス
／
此
人
明
治
卅
六
年
夏
頃
死
去
代
地
ノ
師
匠
ト
通
称
／
五
代
目
ハ
是
モ
元
三
弦
方
ニ
テ
京
都
ノ
人
／
始
メ
仙
之
助
ト
云
フ
後
ニ
門
造
ト
改
名
後
ニ
／
東
京
住
人
ト
成
テ
後
年
ニ
太
夫
ニ
替
リ
テ
／
四
世
之
跡
ヲ
襲
名
五
代
目
播
磨
太
夫
ト
成
／
次
ニ
此
名
跡
ヲ
継
者
ハ
六
代
目
也
／
古
ヘ
ノ
播
磨
少
掾
（
二
世
義
太
夫
）
又
ハ
／
播
磨
大
掾
（
二
代
土
佐
太
夫
）
外
ニ
モ
又
／
名
護
屋
播
磨
太
夫
ト
申
御
人
ア
レ
共
／
此
三
師
之
名
跡
ト
ハ
別
ニ
シ
テ
三
代
目
塩
町
政
太
夫
／
ヲ
初
代
ト
ナ
ス
名
デ
ア
ル
綾
瀬
太
夫
ハ
二
代
目
迄
有
テ
／
現
今
之
相
生
太
夫
ガ
此
名
跡
ヲ
相
続
ス
ベ
キ
／
人
是
ヲ
継
グ
ハ
今
度
ハ
三
度
目
ト
ナ
ル
／
相
生
太
夫
モ
只
今
ガ
三
代
目
デ
ア
リ
マ
ス
重
太
夫
四
代
目
迄
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初
代
重
太
夫
ハ
後
ニ
三
世
咲
太
夫
ト
ナ
ル
二
代―
ハ
後
ニ
四
世
染
太
夫
ト
ナ
ル
／
／
三
代―
ハ
後
ニ
五
世
政
太
夫
ト
ナ
ル
四
代―
ハ
始
メ
園
太
夫
よ
り
阿
蘇
太
夫
／
次
ニ
六
代
目
む
ら
太
夫
よ
り
／
重
太
夫
四
代
ト
改
名
死
去
ノ
頃
ニ
／
六
世
政
太
夫
ヲ
襲
名
／
一
度
モ
此
名
跡
ニ
テ
ハ
芝
居
／
勤
メ
ズ
死
ス
／
墓
ダ
ケ
ニ
六
代
目
政
太
夫
ト
ア
ル
梶
太
夫
／
（
六
人
）
其
他
は
お
し
る
し
の
通
り
に
拝
見
致
し
ま
し
た
三
味
之
方
文
蔵
六
人
ト
ア
リ
マ
ス
ガ
私
ラ
ノ
知
ツ
テ
／
居
リ
マ
ス
文
蔵
師
ヲ
人
皆
四
代
目
サ
ン
ト
申
テ
ヲ
リ
／
マ
シ
タ
ガ
夫
カ
ラ
其
弟
子
ノ
鬼
奴
松
カ
ラ
／
鬼
勇
ニ
成
又
花
助
ニ
改
メ
再
改
名
勇
造
／
ヲ
襲
名
ナ
シ
後
ニ
五
代
文
蔵
ヲ
襲
名
後
／
亡
シ
マ
シ
タ
方
ヲ
存
ジ
テ
ヲ
リ
升
ガ
其
外
ニ
ハ
／
御
ザ
イ
マ
セ
ヌ
吉
左
衛
門
ハ
三
人
／
／
市
太
郎
四
人
勝
右
衛
門
四
人
傳
吉
八
人
廣
作
四
人
吉
彌
八
人
伊
左
衛
門
六
人
勝
治
郎
二
人
又
造
五
人
才
治
六
人
綱
造
四
人
権
平
三
人
仙
糸
四
人
叶
四
人
重
造
四
人
大
助
三
人
仙
左
衛
門
四
人
源
吉
六
人
清
八
一
人
お
し
る
し
の
外
ニ
三
味
線
ト
シ
テ
ハ
コ
ウ
イ
ウ
名
跡
之
人
ハ
／
書
テ
頂
ク
方
ガ
ヨ
イ
ト
思
イ
マ
ス
／
／
人
形
部
ノ
方
吉
田
文
吾
五
人
〃　
千
四
二
人
〃　
冠
蔵
二
人
〃　
辰
五
郎
四
人
〃　
兵
吉
五
人
〃　
辰
造
三
人
〃　
新
吾
二
人
〃　
才
治
四
人
〃　
金
四
三
人
〃　
文
五
郎
三
人
〃　
冠
四
四
人
〃　
玉
助
二
人
〃　
文
三
四
人
― 25 ―
〃　
小
兵
吉
四
人
豊
松
傳
七
三
人
仝　
国
八
三
人
西
川
伊
三
郎
五
人
豊
松
清
十
郎
三
人
吉
川
才
治
二
人
／
／
吉
田
三
吾
四
人
人
形
の
部
お
し
る
し
の
外
に
少
し
爰
へ
／
書
出
し
て
見
ま
し
た
／
外
題
の
方
は
ま
だ
調
べ
ま
せ
ぬ
が
ぼ
ち
〳
〵
／
や
ら
し
て
頂
き
ま
す
／
太
夫
三
弦
人
形
も
よ
く
さ
が
し
て
／
見
ま
す
ま
ぜ
こ
せ
の
乱
筆
で
ど
ふ
ぞ
／
御
赦
願
上
升
／
御
寒
さ
も
き
び
し
き
折
柄
何
卒
／
此
上
共
に
御
身
御
大
事
に
／
何
れ
御
帰
阪
の
上
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
て
／
万
々
な
を
〳
〵
調
さ
し
て
／
ゐ
た
ゞ
き
ま
す
一
月
廿
八
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
／
御
元
へ
／
／
四
代
目
長
登
元
四
代
實
太
夫
明
治
十
六
年
ニ
改
名
／
明
治
廿
三
年
十
月
死
六
代
目
中
太
夫
元
四
代
目
佐
賀
太
夫
慶
応
元
年
ニ
改
名
／
明
治
廿
年
二
月
十
九
日
死
行
年
七
十
六
五
代
目
彌
太
夫
元
長
子
大
夫
明
治
元
年
ノ
改
名
／
明
治
卅
九
年
十
月
三
十
日
死
行
年
七
十
二
代
目
團
平
元
初
代
丑
之
助
初
代
弘
化
元
年
ノ
改
名
／
明
治
卅
一
年
四
月
一
日
死
行
年
七
十
二
五
代
目
廣
助
元
二
代
猿
糸
明
治
三
年
ノ
改
名
／
明
治
卅
七
年
二
月
十
八
日
死
行
年
七
十
四
初
代
長
鳳
元
初
代
長
尾
太
夫
事
明
治
十
六
年
ノ
改
名
／
明
治
十
七
年
四
月
三
日
死
行
年
七
十
五
四
代
目
住
太
夫
元
初
代
田
喜
太
夫
安
政
七
年
ノ
改
名
／
明
治
廿
二
年
一
月
廿
二
日
死
行
年
六
十
一
二
代
目
越
路
元
初
代
南
部
太
夫
後
年
之
竹
本
摂
津
大
掾
／
大
正
六
年
十
月
九
日
死
行
年
八
十
二
二
代
目
大
助
元
初
代
仙
糸
明
治
五
年
ノ
改
名
／
明
治
十
八
年
十
二
月
廿
八
日
死
行
年
五
十
六
二
代
目
叶
元
初
代
鶴
太
郎
安
政
四
年
ノ
改
名
六
世
／
染
大
夫
ノ
忰
也
明
治
廿
五
年
十
月
五
日
死
行
年
五
十
七
五
代
目
駒
太
夫
元
初
代
冨
司
太
夫
元
治
二
年
ノ
改
名
／
明
治
廿
年
七
月
十
一
日
死
元
ハ
三
國
ト
申
素
人
也
二
代
目
津
嶋
元
初
代
塚
太
夫
明
治
二
年
ノ
改
名
／
明
治
二
十
年
頃
死
三
代
目
勢
見
元
阿
蘇
太
夫
万
延
元
年
ノ
改
名
／
大
正
三
年
十
一
月
二
日
死
行
年
九
十
六
初
代
豊
造
元
萬
吉
弘
化
五
年
ノ
改
名
／
明
治
卅
三
年
一
月
廿
八
日
死
行
年
七
十
四
代
目
才
治
元
燕
四
慶
応
元
年
ノ
改
名
後
年
竹
沢
権
右
衛
門
五
世
ト
成
／
大
正
十
五
年
四
月
十
三
日
死
行
年
八
十
八
二
代
目
久
太
夫
元
弘
太
夫
嘉
永
七
年
ノ
改
名
／
明
治
十
六
年
十
月
十
三
日
死
行
年
不
明
四
代
目
浪
太
夫
元
種
太
夫
安
政
七
年
ノ
改
名
／
明
治
二
十
年
六
月
頃
ノ
死
去
行
年
不
明
八
代
目
染
太
夫
元
始
メ
染
子
太
夫
改
六
世
梶
太
夫
ト
成
後
明
治
十
二
年
三
月
改
名
／
明
治
十
七
年
六
月
十
八
日
死
行
年
四
十
一
五
代
目
清
七
元
三
代
目
勝
右
衛
門
／
明
治
卅
四
年
十
月
十
二
日
死
行
年
七
十
四
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／
／
五
代
目
岡
太
夫
元
五
代
文
字
太
夫
明
治
十
三
年
ノ
改
名
／
明
治
廿
六
年
ニ
死
行
年
不
明
八
代
目
内
匠
元
増
太
夫
よ
り
磯
太
夫
明
治
十
四
年
ノ
改
名
／
明
治
三
十
年
頃
ノ
死
去
ト
思
フ
行
年
不
明
六
代
目
時
太
夫
元
文
駄
ト
申
ス
三
味
線
弾
中
々
大
家
也
大
夫
ト
ナ
リ
テ
／
明
治
三
十
八
年
八
月
十
七
日
死
行
年
七
十
六
六
代
目
組
太
夫
元
京
都
素
人
名
玉
呉
ト
申
ス
／
明
治
三
十
八
年
七
月
廿
五
日
行
年
五
十
九
初
代
呂
太
夫
ハ
ラ
〳
〵
屋
ト
申
素
人
名
糸
鳳
改
呂
篤
ト
云
フ
／
明
治
四
十
年
三
月
三
十
日
死
行
年
六
十
四
四
代
目
重
太
夫
元
六
代
目
む
ら
太
夫
明
治
七
年
ノ
改
名
／
明
治
十
九
年
八
月
五
日
死
行
年
六
十
二
六
代
目
綱
太
夫
元
二
代
目
織
太
夫
／
明
治
十
六
年
九
月
廿
四
日
死
行
年
四
十
三
八
代
目
紋
太
夫
元
淀
太
夫
京
之
太
夫
也
／
死
去
年
月
日
行
年
不
明
二
代
目
津
太
夫
元
初
代
緑
太
夫
後
ニ
七
世
竹
本
綱
太
夫
ト
改
ム
／
明
治
四
十
五
年
七
月
廿
三
日
死
行
年
七
十
四
初
代
綾
瀬
元
初
代
相
生
太
夫
大
阪
ニ
テ
素
人
名
小
勝
江
戸
ヘ
出
テ
修
行
ス
／
明
治
卅
四
年
九
月
二
日
死
行
年
六
十
九
／
改
名
セ
シ
ハ
／
明
治
七
年
也
文
教
時
造
庄
治
郞
亀
助
／
四
人
共
／
京
之
人
五
代
目
吉
兵
衛
元
五
代
吉
弥
黒
吉
也
明
治
十
六
年
冬
ノ
改
名
／
明
治
四
十
四
年
二
月
廿
二
日
東
京
ニ
テ
死
行
年
七
十
一
六
代
目
吉
彌
元
吉
三
郎
通
称
淀
屋
橋
ト
モ
ち
ん
ば
共
云
フ
／
中
々
名
弾
明
治
十
六
年
冬
改
名
明
治
十
九
年
十
二
月
四
日
死
行
年
／
三
十
三
六
代
目
三
二
元
六
代
傳
吉
明
治
十
六
年
四
月
ノ
改
名
／
此
人
後
年
三
二
ヲ
他
ヘ
譲
リ
テ
吉
五
郎
ト
成
二
代
目
廣
左
衛
門
元
兵
吉
よ
り
栄
三
郎
ト
成
又
明
治
十
二
年
ノ
改
名
／
大
正
五
年
十
一
月
七
日
死
行
年
八
十
五
代
目
友
治
郎
元
三
代
傳
吉
元
治
元
年
ノ
改
名
／
明
治
廿
八
年
八
月
四
日
死
行
年
八
十
一
濱
太
夫
改
四
代
目
竹
本
津
賀
太
夫
ハ
明
治
十
七
年
／
／
春
出
版
大
番
附
ニ
改
名
有
死
去
ハ
明
治
廿
三
年
十
月
十
日
／
函
館
ニ
テ
法
名
好
学
調
音
信
士
俗
名
塚
本
嘉
吉
／
師
匠
ハ
四
代
都
む
ら
大
夫
之
門
人
に
て
後
ニ
山
城
掾
の
門
下
と
成
初
名
／
美
尾
太
夫
ト
名
乗
リ
後
ニ
竹
本
濱
太
夫
を
襲
名
な
し
／
又
四
世
津
賀
太
夫
と
改
名
後
年
ニ
函
館
で
死
す
下
方
ニ
竹
本
長
尾
太
夫
と
有
ハ
二
代
目
也
東
京
に
て
豊
嶋
大
夫
と
／
申
す
初
代
ノ
門
下
大
阪
へ
来
り
て
二
代
名
跡
相
続
す
始
め
ハ
／
新
町
の
高
島
座
へ
出
座
後
松
島
文
楽
座
に
入
座
／
引
続
き
御
霊
文
楽
座
へ
出
勤
シ
三
段
目
切
迄
出
世
／
明
治
廿
六
年
十
月
廿
九
日
行
年
五
十
才
に
て
死
す
長
尾
太
夫
ノ
傍
ニ
有
鶴
澤
豊
吉
ハ
一
時
清
水
町
團
平
師
ノ
／
養
子
と
成
ら
れ
し
京
都
ノ
通
称
田
村
歌
と
申
五
世
友
次
郎
／
師
ノ
門
人
に
て
始
め
友
之
助
と
名
乗
り
後
ニ
此
二
代
長
尾
太
夫
ノ
合
／
三
味
線
と
な
り
阪
地
へ
出
座
五
代
目
豊
吉
を
襲
名
其
御
人
／
で
有
後
年
七
世
三
二
を
相
続
す
明
治
廿
七
年
九
月
三
十
日
死
／
行
年
四
十
二
当
今
の
六
世
友
次
郎
氏
の
手
ほ
ど
き
の
／
御
師
匠
さ
ん
ま
た
近
い
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頃
亡
し
ま
し
た
友
之
助
の
実
父
に
な
り
／
ま
す
濱
太
夫
改
津
賀
太
夫
と
並
ん
で
豊
吉
改
傳
吉
と
／
／
有
ま
す
は
田
村
歌
の
前
の
四
代
目
豊
吉
改
七
代
目
／
鶴
澤
傳
吉
此
方
は
御
霊
文
楽
座
に
明
治
二
十
年
頃
／
元
太
夫
で
有
り
し
尼
ヶ
崎
の
琴
声
事
豊
竹
綾
太
夫
と
名
乗
／
出
座
す
此
時
合
三
味
線
に
て
久
々
出
勤
あ
り
暫
時
に
て
／
休
座
明
治
三
十
三
年
二
月
三
日
死
行
年
六
十
一
摂
津
師
匠
の
越
路
太
夫
名
跡
を
襲
名
せ
ら
れ
し
ハ
／
万
延
元
年
十
月
の
事
で
あ
り
廿
五
才
ノ
時
又
／
春
太
夫
ノ
門
人
ト
な
り
し
は
安
政
五
年
に
て
同
人
廿
二
才
ノ
／
頃
で
あ
り
し
此
時
初
め
て
太
夫
ト
成
南
部
太
夫
と
／
名
を
頂
く
●
書
簡
番
号
22　
昭
和
十
五
年
二
月
二
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／15
2
2
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
【
封
筒
裏
】「
〆
二
月
二
日
」
﹇
差
出
人
﹈「
大
阪
市
西
成
区
粉
濱
中
之
町
四
丁
目
一
三
六
／
豊
竹
古
靱
太
夫
／
電
話
住
吉
三
一
四
五
番
」
印
【
本
文
】
前
略
御
免
廿
七
日
差
出
の
御
尊
書
と
私
か
ら
の
／
書
面
入
違
ひ
に
入
手
正
に
拝
見
仕
り
ま
し
た
／
外
題
書
に
朱
に
て―
け
し
て
御
座
い
／
ま
す
の
は
ど
う
い
う
事
に
相
成
ま
す
の
か
／
伺
ひ
ま
す
／
又
松
竹
の
白
井
氏
H
に
御
面
会
相
成
升
由
／
何
角
と
御
噺
の
出
ま
す
事
と
存
じ
ま
す
／
ど
し
〳
〵
と
文
楽
の
事
を
よ
き
に
／
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
て
御
噺
し
お
き
／
願
上
升
／
御
墓
の
写
真
I
難
有
ふ
御
ざ
い
ま
し
た
／
二
三
ど
な
た
の
御
墓
か
不
明
の
物
が
御
座
り
／
ま
す
何
れ
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た
時
御
伺
ひ
／
申
上
升
／
夫
れ
か
ら
三
十
一
日
の
御
た
よ
り
清
十
郎
さ
ん
は
／
御
存
じ
の
稲
荷
座
と
改
座
の
時
よ
り
久
々
／
阪
地
へ
出
座
せ
ら
れ
ま
し
た
目
の
悪
い
方
は
／
お
ゝ
せ
の
通
り
三
代
目
と
成
ま
す
扨
陣
家
の
事
は
ハ
リ
キ
リ
ハ
ル
キ
ン
／
の
音
に
気
を
つ
け
る
事
と
杉
山
先
生
の
／
／
本
J
に
出
て
お
り
ま
す
お
か
き
に
成
ま
す
な
れ
ば
／
顔
を
見
合
せ
て
と
か
存
じ
な
が
ら
の
所
と
お
か
き
に
／
な
ら
づ
に
ま
く
ら
の
文
章
の
間
に
其
音
／
づ
か
い
が
た
ゞ
よ
つ
て
い
る
と
申
事
が
一
ば
ん
よ
い
／
か
と
存
じ
ま
す
夫
れ
に
じ
ゆ
ん
じ
て
各
所
に
／
其
風
が
見
へ
る
の
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
／
相
模
は
障
子
押
開
き
な
ど
の
音
が
夫
れ
と
／
存
じ
ま
す
日
も
早
西
に
か
た
む
き
し
な
ど
／
の
枕
を
考
へ
ま
す
と
皆
夫
れ
で
は
な
い
か
と
／
も
お
も
わ
れ
ま
す
／
是
は
三
味
線
の
事
に
な
り
ま
す
が
た
い
が
ゐ
／
し
か
り
ち
ら
さ
れ
是
非
な
く
も
の
跡
に
／
チ
ン
チ
ン
テ
ン
夫
か
ら
相
模
に
顔
を
と
な
り
ま
す
／
津
太
夫
君
の
を
友
治
郎
氏
が
弾
き
ま
し
た
が
／
い
つ
も
此
チ
ン
チ
ン
テ
ン
を
弾
て
お
り
ま
す
文
楽
／
風
と
申
升
か
大
隅
さ
ん
が
団
平
師
で
語
ら
れ
／
ま
す
方
は
此
所
（
ト
ー
テ
ン
）
と
弾
き
升
／
是
は
ト
ー
テ
ン
の
方
が
聞
い
て
い
て
も
／
耳
に
此
方
が
よ
い
よ
ふ
に
思
ひ
ま
す
／
忠
臣
蔵
九
段
目
の
は
じ
め
に
／
／
た
す
き
は
づ
し
て
飛
ん
で
出
る
此
跡
に
／
チ
ン
チ
ン
テ
ン
昔
の
そ
ふ
者
今
の
り
ん
／
こ
ふ
い
う
所
は
此
方
が
よ
い
よ
ふ
に
聞
へ
ま
す
／
是
が
飛
ん
で
出
る
ト
ー
テ
ン
と
や
り
升
と
／
何
ん
だ
か
し
か
つ
べ
ら
し
く
な
り
ま
す
／
陣
家
の
方
は
チ
ン
チ
ン
テ
ン
と
弾
く
と
／
何
ん
だ
か
よ
わ
い
よ
ふ
に
聞
へ
是
は
ト
ー
テ
ン
／
の
方
が
よ
い
こ
ん
な
事
も
／
鳥
渡
お
か
き
に
な
つ
て
見
て
は
／
如
何
／
存
じ
な
が
ら
の
所
も
お
せ
つ
の
よ
ふ
に
／
思
ひ
ま
す
が
こ
ふ
い
う
所
も
語
る
人
に
／
よ
つ
て
私
し
の
語
り
ま
す
よ
ふ
な
音
を
／
つ
か
わ
ぬ
語
り
風
も
御
ざ
い
ま
す
か
ら
／
余
り
節
の
事
に
つ
い
て
お
書
き
な
ら
／
ず
自
分
は
そ
ふ
聞
く
と
お
か
き
に
／
な
る
方
が
よ
い
の
で
は
御
ざ
り
ま
す
ま
い
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か濱
右
衛
門
さ
ん
の
御
墓
の
事
も
難
有
ふ
／
御
座
り
ま
し
た
元
祖
と
彫
つ
て
あ
り
／
ま
す
だ
け
に
何
だ
か
年
号
と
あ
わ
づ
／
／
さ
つ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
事
に
相
成
升
な
／
昨
日
番
附
を
御
送
り
い
た
し
ま
し
た
／
伊
藤
老
人
K
と
森
下
さ
ん
L
と
昨
日
二
三
時
間
／
お
遊
び
に
見
へ
ま
し
て
い
ろ
〳
〵
御
は
な
し
が
／
御
座
り
ま
し
た
／
森
下
氏
か
ら
お
た
よ
り
が
参
り
ま
し
た
事
と
／
存
じ
升
が
小
仙
さ
ん
M
を
聞
か
れ
る
と
の
／
お
噺
で
お
か
ま
ゐ
な
く
ば
拙
宅
に
て
／
御
聞
き
な
つ
て
は
如
何
と
お
噺
し
／
申
て
お
き
ま
し
た
／
何
れ
近
日
後
帰
阪
と
存
じ
ま
す
其
せ
つ
／
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
て
万
々
／
毎
度
乱
筆
御
ゆ
る
し
願
上
升
／
先
は
右
御
返
事
迄
二
月
二
日　
金
杉
鴻
池
様
／
御
元
へ
●
書
簡
番
号
23　
昭
和
十
五
年
五
月
三
十
日
付
け
【
封
筒
表
】
﹇
宛
名
﹈
東
京
市
目
黒
区
緑
ヶ
丘
／
公
家
様
御
方
／
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
﹇
消
印
﹈
住
吉
／15
5
30
／
后4
8　
﹇
切
手
﹈
四
銭
一
枚
﹇
貼
り
紙
﹈「
太
郎
助
橋
住
太
夫
墓
／
及
東
海
道
筋
先
師
／
墓
の
事
」
【
封
筒
裏
】「
封
五
月
三
十
日
」
﹇
宛
名
﹈「
金
杉
弥
太
郎
」
角
印
【
本
文
】
前
略
／
五
月
廿
五
日
出
の
御
尊
書
／
正
に
拝
見
仕
り
ま
し
た
／
御
返
事
延
引
は
実
は
／
お
蔭
様
に
て
無
事
に
披
露
の
／
興
行
N
も
廿
二
日
に
て
千
秋
楽
を
／
告
げ
ま
し
た
の
で
織
太
夫
／
団
六
を
連
ま
し
て
／
紀
州
湯
崎
へ
／
参
り
廿
九
日
に
帰
宅
／
い
た
し
／
ま
し
て
御
た
よ
り
を
拝
見
／
乍
延
引
難
有
御
礼
を
申
の
べ
升
／
帰
へ
り
が
け
に
／
四
代
目
竹
本
住
太
夫
師
の
／
田
辺
町
会
津
ば
し
／
西
詰
／
西
方
寺
石
碑
へ
お
参
り
／
い
た
し
ま
し
て
写
真
を
／
と
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
／
中
々
立
派
な
御
墓
に
御
座
り
ま
す
／
扨
東
海
道
筋
の
御
墓
は
／
鳥
渡
わ
か
り
か
ね
升
が
／
浜
松
に
わ
／
正
福
寺
と
申
す
御
寺
に
／
元
は
竹
澤
龍
造
よ
り
／
後
に
豊
竹
和
田
太
夫
と
／
申
て
太
夫
に
な
り
ま
し
た
／
方
の
石
碑
が
御
座
り
ま
す
／
此
方
は
中
〳
〵
立
派
な
／
三
味
さ
ん
で
／
御
座
り
ま
し
た
太
夫
で
は
／
モ
ウ
一
つ
／
東
京
へ
出
ら
れ
／
ま
し
て
語
つ
て
／
い
ら
れ
ま
し
た
私
し
も
／
両
三
度
／
伺
ひ
ま
し
た
事
も
御
座
り
ま
す
／
同
じ
所
に
野
澤
八
百
蔵
／
竹
本
由
良
太
夫
／
竹
本
春
尾
太
夫
／
と
／
申
人
の
墓
も
御
座
り
ま
し
た
が
／
只
今
は
如
何
に
相
成
ま
し
た
か
／
此
三
名
の
方
は
ど
ん
な
／
語
り
て
弾
手
で
あ
り
ま
し
た
か
／
私
し
は
／
ぞ
ん
じ
／
ま
せ
ん
又
是
は
人
柄
が
違
ひ
升
る
が
／
三
州
豊
川
稲
荷
へ
参
り
升
／
途
中
牛
久
保
駅
と
申
／
所
か
ら
二
丁
斗
り
／
牛
頭
山
大
聖
寺
と
か
申
升
た
／
お
寺
の
藪
中
に
／
今
川
義
元
公
の
御
墓
が
／
御
座
り
ま
し
た
／
法
名
天
澤
寺
殿
四
品
前
禮
部
／
侍
郎
秀
峯
哲
公
／
辞
世
今
川
に
流
る
ゝ
も
の
は
／
深
草
の
名
は
山
中
に
／
残
る
よ
し
元此
御
墓
の
傍
に
今
川
の
臣
／
牛
久
保
城
主
／
一
色
刑
部
少
輔
之
／
石
碑
が
／
御
座
り
／
ま
し
た
又
同
牛
久
保
駅
よ
り
五
丁
斗
り
／
長
谷
寺
に
／
山
本
勘
助
晴
幸
入
道
／
道
鬼
法
師
の
／
御
墓
が
／
御
ざ
い
升
岡
崎
駅
よ
り
廿
町
斗
り
西
／
途
中
ニ
白
山
橋
と
云
ふ
橋
の
傍
に
／
徳
川
家
康
公
産
湯
の
／
井
戸
が
御
ざ
り
升
夫
か
ら
／
名
高
い
／
矢
作
橋
を
渡
り
三
丁
斗
り
／
兼
高
長
者
之
邸
跡
と
申
す
／
誓
願
寺
へ
は
い
り
向
ふ
て
／
右
側
に
浄
瑠
璃
御
前
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／
の
御
墓
が
建
つ
て
御
ざ
い
升
本
性
院
殿
浄
瑠
璃
姫
／
弘
雲
醫
誓
法
女
／
寿
永
二
癸
卯
年
三
月
十
二
日
薨
す
此
外
に
今
一
ヶ
所
浄
瑠
璃
姫
／
の
墓
所
が
有
り
升
る
が
／
是
れ
わ
今
所
を
／
さ
が
し
／
ま
し
た
が
不
明
し
か
し
／
同
所
に
て
御
聞
き
下
さ
い
／
ま
す
れ
ば
直
に
し
れ
る
／
事
と
存
じ
ま
す
名
古
屋
市
に
わ
四
代
五
代
の
間
に
有
（
代
数
に
不
入
）
江
戸
八
十
太
夫
事
春
太
夫
五
代
土
佐
太
夫
事
播
磨
翁
外
に
も
御
座
い
ま
せ
ふ
が
／
此
お
二
人
の
／
御
寺
も
私
し
わ
不
明
／
名
古
屋
へ
参
り
升
か
も
／
知
れ
ま
せ
ぬ
ゆ
へ
其
節
／
調
べ
ま
す
る
又
七
月
一
日
か
ら
東
京
の
／
新
橋
演
舞
場
へ
O
久
々
で
／
参
り
ま
す
よ
ふ
な
噺
も
／
ぼ
ち
〳
〵
や
り
か
け
て
／
お
り
ま
す
名
古
屋
の
春
太
夫
墓
の
あ
る
／
御
寺
の
所
書
が
出
て
参
り
ま
し
た
が
／
是
は
古
き
事
ゆ
へ
又
御
寺
が
／
な
く
な
つ
て
お
り
ま
す
か
も
／
し
れ
ま
せ
ぬ
旅
行
中
な
れ
ば
／
茶
屋
町
西
へ
行
当
り
／
無
縁
寺
へ
葬
り
石
碑
を
／
残
す
な
り
と
書
て
／
御
座
い
ま
す
が
天
保
元
年
九
月
廿
日
卒
／
松
蔭
自
涼
信
士
／
俗
名
山
田
弥
三
兵
衛
／
芸
名
竹
本
春
太
夫
／
行
年
五
十
五
大
阪
北
区
天
満
西
寺
町
／
大
林
寺
に
同
師
の
墓
が
／
あ
り
ま
す
由
是
に
わ
／
法
名
は
同
じ
年
月
日
が
／
天
保
二
年
辛
卯
年
五
月
廿
日
往
生
／
と
／
彫
つ
て
あ
り
ま
す
是
れ
わ
／
大
阪
の
門
人
中
で
／
建
て
ら
れ
た
と
思
ひ
ま
す
る
六
月
一
日
に
わ
津
さ
ん
が
／
放
送
P
を
い
た
し
ま
す
／
そ
う
で
／
此
人
わ
忠
臣
蔵
九
を
／
半
段
語
る
そ
ふ
で
す
／
夫
れ
に
九
日
に
私
し
へ
／
放
送
致
す
よ
ふ
と
申
て
／
参
り
ま
し
た
鳥
渡
考
へ
て
／
お
り
ま
す
が
と
に
角
／
四
十
五
分
と
申
の
で
／
全
一
段
が
／
語
れ
ま
せ
ん
ゆ
へ
つ
い
〳
〵
／
ラ
ジ
オ
は
ゐ
つ
も
失
礼
を
／
致
し
ま
す
る
が
今
度
は
何
か
／
み
じ
か
い
物
を
や
つ
て
も
／
見
よ
ふ
か
と
も
思
ふ
て
／
お
り
升
／
や
れ
ば
葛
の
葉
狐
別
れ
／
で
も
や
り
ま
す
か
な
Q
一
方
は
／
九
段
目
半
段
と
申
事
で
／
す
か
ら
私
し
わ
や
れ
そ
ふ
な
／
時
間
の
物
を
や
り
た
く
／
思
ひ
升
／
如
何
な
り
ま
す
か
／
い
づ
れ
近
日
御
面
会
の
上
／
万
々
乍
延
引
／
右
御
返
事
旁
々
／
久
々
御
伺
迄
五
月
卅
日　
古
靱
／
拝
鴻
池
幸
武
様
／
御
侍
史
　
凡
例―
〔
注
〕〔
演
者
名
一
覧
〕〔
作
品
名
一
覧
〕
・【　
】
数
字
に
書
簡
番
号
、
○
数
字
に
代
数
を
示
し
た
。
・
演
者
名
の
表
記
は
典
拠
の
ま
ま
と
し
、（　
）
に
改
名
履
歴
を
補
っ
た
。
・〔
演
者
名
一
覧
〕
で
は
、
各
名
跡
の
歴
代
の
人
数
を
示
す
の
み
の
演
者
名
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
改
名
履
歴
は
、
代
表
的
な
名
前
の
み
掲
出
し
、
そ
れ
以
外
は
省
略
し
た
。
・〔
作
品
名
一
覧
〕
で
は
、
曲
名
（
段
名
）
は
省
略
し
、
作
品
名
の
み
掲
出
し
た
。
〔
注
〕
【
１
】
（
１
）
石
割
松
太
郎
（
明
治
14
〔1881
〕―
昭
和
11
〔1936
〕）。
（
２
）
⑦
市
川
中
車
（
安
政
７
〔1860
〕―
昭
和
11
〔1936
〕）。
七
代
目
中
車
は
昭
和
５
年
11
月
歌
舞
伎
座
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
薬
師
寺
を
演
じ
て
い
る
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舞
台
で
倒
れ
、
こ
の
10
年
10
月
歌
舞
伎
座
の
「
菊
畑
」
の
鬼
一
で
久
々
の
復
帰
を
果
た
し
た
。
【
２
】
（
３
）
大
阪
古
典
会
の
古
書
店
、
玉
樹
安
造
（
香
文
房
）
ヵ
。
（
４
）『
し
の
ぶ
俤
』（
昭
和
８
年
、
鶴
澤
寛
治
郎
事
大
盛
千
之
助
編
輯
兼
発
行
人
）。
（
５
）『
野
澤
の
面
影
』（
昭
和
９
年
、
野
澤
勝
平
事
加
藤
善
一
編
輯
兼
発
行
人
）。
（
６
）『
野
澤
の
な
が
れ
』（
昭
和
10
年
、
鶴
澤
寛
治
郎
事
大
盛
千
之
助
編
輯
兼
発
行
人
）。
（
７
）
昭
和
10
年
10
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
古
靱
太
夫
の
役
場
（
三
味
線
④
重
造
・
ツ
レ
⑥
猿
糸
・
胡
弓
仙
三
郎
）。
（
８
）
未
詳
。
（
９
）
昭
和
10
年
11
月
９
日
午
後
七
時
半
よ
り
、
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
中
継
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』「
早
野
勘
平
住
家
の
段
」（
②
古
靱
太
夫
・
⑥
猿
糸
）
を
放
送
。
【
３
】
（
10
）『
近
世
邦
楽
年
表　
義
太
夫
節
之
部
』（
昭
和
２
年
、
東
京
音
楽
学
校
編
纂
、
六
合
館
）。
（
11
）
注
（
５
）
前
掲
の
『
野
澤
の
面
影
』。
（
12
）『
野
澤
の
面
影
』
の
著
者
、
①
野
沢
勝
平
（
↓
②
喜
左
衛
門
）。
【
４
】
（
13
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
11
年
４
月
名
古
屋
・
御
園
座
公
演
を
病
気
休
演
し
た
後
、
６
、７
月
四
ツ
橋
文
楽
座
、
７
、８
月
東
京
・
歌
舞
伎
座
公
演
を
休
演
。
９
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
『
須
磨
都
源
平
躑
躅
』「
五
条
橋
の
段
」
切
（
三
味
線
④
重
造
）
か
ら
復
帰
し
て
い
る
。
【
５
】
（
14
）
石
割
松
太
郎
。
鴻
池
幸
武
は
、
松
太
郎
の
通
夜
・
葬
儀
に
あ
た
っ
て
、
暉
峻
康
隆
・
山
田
二
郎
・
猪
飼
叔
蔵
と
と
も
に
会
計
委
員
を
つ
と
め
た
。
（
15
）
石
割
松
太
郎
夫
人
瀧
子
。
【
６
】
（
16
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
10
年
７
月
上
旬
の
東
京
・
明
治
座
公
演
、
11
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
に
出
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
巡
業
に
は
不
参
加
。
（
17
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
11
年
７
、８
月
の
東
京
・
歌
舞
伎
座
公
演
に
は
不
参
加
。
（
18
）
８
月
９
日
に
大
阪
南
地
の
法
善
寺
で
石
割
松
太
郎
追
悼
法
会
が
行
わ
れ
た
。
法
会
に
引
き
続
い
て
別
室
で
追
悼
会
が
あ
り
、
地
唄
「
残
月
」（
楯
繁
大
検
校
及
同
社
中
）、
舞
踊
「
菊
の
露
」（
新
町
木
原
豆
奴
）、
浄
瑠
璃
「
桜
丸
切
腹
」
（
②
つ
ば
め
太
夫
・
③
団
二
郎
）
が
手
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
、
②
豊
竹
つ
ば
め
太
夫
は
文
楽
座
を
離
れ
て
、新
義
座
と
し
て
活
動
。
三
味
線
は
⑥
豊
沢
猿
糸
、
③
竹
沢
団
二
郎
が
勤
め
て
い
る
。
鴻
池
幸
武
も
参
列
、
８
月
16
日
の
高
野
山
納
骨
に
も
猪
飼
叔
蔵
・
盛
田
嘉
徳
・
中
村
章
景
と
、
遺
族
の
伴
を
し
て
い
る
。
（
19
）
操
り
評
判
記
『
音
曲
猿
口
轡
』（
膚
暖
堂
蠶
梁
著
、
延
享
三
年
三
月
成
立
）。
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　
第
七
巻　
人
形
浄
瑠
璃
』（
一
九
七
五
年
、
藝
能
史
研
究
会
編
）
所
収
『
音
曲
猿
口
轡
』
解
題
（
土
井
順
一
）
に
拠
れ
ば
、
底
本
の
祐
田
善
雄
氏
筆
写
ノ
ー
ト
は
、
石
割
松
太
郎
旧
蔵
写
本
を
転
写
し
た
と
思
わ
れ
る
古
靱
太
夫
所
蔵
写
本
を
再
転
写
し
た
も
の
。
（
20
）
石
割
松
太
郎
夫
人
か
ら
『
音
曲
猿
口
轡
』
を
借
り
る
手
配
を
頼
む
と
の
意
ヵ
。
（
21
）
昭
和
11
年
７
月
24
日
初
日
、
東
京
・
歌
舞
伎
座
に
お
け
る
文
楽
公
演
。
古
靱
太
夫
は
不
参
加
。
【
７
】
（
22
）『
敵
討
稚
文
談
』「
百
度
平
住
家
の
段
」。
（
23
）
⑥
鶴
沢
友
治
郎
ヵ
。
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【
８
】
（
24
）
未
詳
。
昭
和
11
年
11
月
東
京
・
歌
舞
伎
座
の
三
代
目
中
村
歌
右
衛
門
建
碑
記
念
興
行
及
び
展
覧
会
に
関
連
す
る
か
。
（
25
）
未
詳
。
（
26
）
古
靱
太
夫
の
役
場
は
「
寺
子
屋
」
切
（
三
味
線
④
重
造
）。
（
27
）
昭
和
10
年
6
月
博
多
・
大
博
劇
場
公
演
か
ら
、
11
年
12
月
四
国
九
州
巡
業
ま
で
、
古
靱
太
夫
の
三
味
線
は
、
④
鶴
沢
重
造
、
⑥
鶴
沢
猿
糸
が
勤
め
て
い
る
。
【
９
】
（
28
）
昭
和
12
年
２
月
25
日
に
ラ
ジ
オ
放
送
（
三
味
線
④
清
六
）。
同
日
の
「
読
売
新
聞
」
朝
刊
に
、「
こ
の
浄
る
り
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
六
段
目
を
改
作
し
た
も
の
で
（
作
者
不
詳
、
鶴
澤
亀
之
助
節
づ
け
）
…
（
中
略
）
…
未
だ
文
楽
座
に
も
上
演
さ
れ
た
こ
と
な
く
、
古
靱
太
夫
が
卅
余
年
前
津
葉
芽
太
夫
時
代
に
東
京
の
寄
席
で
語
つ
て
以
来
と
い
ふ
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
八
世
竹
本
綱
大
夫
著
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』（
昭
和
41
年
、
布
井
書
房
）「
当
代
変
り
種
の
勘
平
切
腹
」
に
、
古
靱
太
夫
蔵
本
よ
り
書
写
し
た
解
説
、
床
本
収
録
。
（
29
）
昭
和
12
年
３
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
古
靱
太
夫
の
役
場
（
三
味
線
④
清
六
）。「
五
ヶ
年
振
り
」
と
あ
る
が
、
前
回
、
四
ツ
橋
文
楽
座
で
語
っ
た
の
は
昭
和
８
年
４
月
公
演
（
⑥
友
治
郎
）。
こ
の
間
、
昭
和
８
年
７
月
東
京
劇
場
（
⑥
友
治
郎
）、
昭
和
10
年
６
月
福
岡
・
大
博
劇
場
（
④
重
造
）、
昭
和
10
年
12
月
名
古
屋
・
御
園
座
（
④
重
造
）
の
三
回
「
す
し
屋
」
を
語
っ
て
い
る
。
【
10
】
（
30
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
12
年
６
月
上
旬
の
東
京
・
明
治
座
公
演
に
出
演
。
役
場
は
「
松
王
首
実
検
」
切
、「
尼
ヶ
崎
」
切
、「
袖
萩
祭
文
」
切
、「
扇
屋
よ
り
五
条
橋
」
切
、「
二
月
堂
」
切
、「
殿
中
刃
傷
」
切
で
、
三
味
線
は
④
清
六
。
【
11
】
（
31
）
昭
和
12
年
9
月
名
古
屋
・
御
園
座
公
演
の
「
堀
川
」
切
（
三
味
線　
④
清
六
）
以
外
の
演
目
未
詳
。
（
32
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
12
年
10
月
北
陽
演
舞
場
、
11
月
新
町
演
舞
場
、
12
月
北
陽
演
舞
場
公
演
を
休
演
。
【
12
】
（
33
）
八
世
竹
本
綱
大
夫
著
『
で
ん
で
ん
虫
』（
昭
和
39
年
、
布
井
書
房
）「
綱
大
夫
の
代
々
」
に
綱
大
夫
の
代
々
に
つ
い
て
の
記
述
あ
り
。
【
13
】
（
34
）
昭
和
13
年
５
月
、
②
豊
竹
つ
ば
め
太
夫
改
め
④
竹
本
織
太
夫
襲
名
。
同
時
に
、
③
竹
沢
団
二
郎
改
め
⑦
竹
沢
団
六
襲
名
。
（
35
）
①
竹
本
叶
太
夫
。
昭
和
２
年
退
座
、
16
年
復
座
し
て
⑦
竹
本
春
太
夫
襲
名
。
（
36
）
⑦
竹
本
文
字
太
夫
。
昭
和
16
年
⑥
竹
本
住
太
夫
襲
名
。
（
37
）
昭
和
13
年
５
月
９
日
、
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
中
継
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
「
松
右
衛
門
逆
櫓
の
段
」
を
放
送
（
②
つ
ば
め
太
夫
改
め
④
織
・
③
団
二
郎
改
め
⑦
団
六
）。
【
14
】
（
38
）
昭
和
13
年
７
月
東
京
・
新
橋
演
舞
場
公
演
。
古
靱
太
夫
の
役
場
は
、「
弁
慶
上
使
」
切
、「
堀
川
猿
廻
し
」
切
、「
長
局
」
切
等
で
、
三
味
線
は
④
清
六
。
（
39
）
昭
和
13
年
６
月
以
前
の
古
靱
太
夫
の
東
京
・
有
楽
座
へ
の
出
演
は
、
大
正
５
年
７
月
、
７
年
７
月
、
８
年
７
月
、
９
年
11
月
、
10
年
７
月
、
15
年
12
月
。
（
40
）
文
楽
座
を
離
れ
て
東
京
の
寄
席
に
出
演
し
て
い
た
明
治
24
年
春
か
ら
26
年
６
月
頃
ヵ
。
【
15
】
（
41
）
昭
和
12
年
７
月
以
降
、
13
年
５
月
迄
、
四
ツ
橋
文
楽
座
で
の
文
楽
公
演
は
な
く
、
そ
の
間
、
北
陽
演
舞
場
、
新
町
演
舞
場
で
公
演
を
行
な
っ
て
い
る
。
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（
42
）
昭
和
13
年
９
月
東
京
・
明
治
座
公
演
に
古
靱
太
夫
は
不
参
加
。
（
43
）
昭
和
13
年
９
月
９
日
付
「
読
売
新
聞
」
夕
刊
記
事
「
文
楽
が
渡
米
す
る
？
」、
同
21
日
付
「
読
売
新
聞
」
夕
刊
記
事
「
文
楽
の
渡
米
実
現
か
」
等
に
拠
れ
ば
、
こ
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
で
の
文
楽
公
演
の
企
画
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
経
費
そ
の
他
の
問
題
か
ら
実
現
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
（
44
）
白
井
松
次
郎
（
明
治
10
﹇1877
﹈│
昭
和
26
﹇1951
﹈）。
【
16
】
（
45
）
昭
和
14
年
正
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
。
古
靱
太
夫
の
役
場
は
、『
三
十
三
間
堂
棟
由
来
』「
平
太
郎
住
家
の
段
」
切
（
三
味
線
④
重
造
）。
（
46
）
古
靱
太
夫
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
「
山
科
閑
居
の
段
」
切
場
を
語
っ
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
【
17
】
（
47
）
書
簡
中
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
昭
和
14
年
２
月
８
日
放
送
予
定
の
「
冥
途
の
飛
脚
」
は
中
止
に
な
っ
た
ら
し
い
。「
廿
四
五
年
ぶ
り
」
と
あ
る
の
は
、
大
正
９
年
９
月
御
霊
文
楽
座
で
語
っ
た
「
淡
路
町
亀
屋
内
の
段
」（
三
味
線
③
清
六
）
を
指
す
か
。
（
48
）
昭
和
14
年
３
月
２
日
の
内
親
王
誕
生
を
指
す
か
。
（
49
）
昭
和
14
年
２
月
京
都
・
南
座
公
演
。
古
靱
太
夫
の
役
場
は
、「
長
局
」
切
、
「
妹
山
（
定
高
）」、「
勘
平
腹
切
」
切
で
、
三
味
線
は
④
重
造
。
【
19
】
（
50
）
昭
和
14
年
５
月
３
日
初
日
、
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
古
靱
太
夫
の
役
場
は
、
「
松
王
首
実
検
」
切
（
三
味
線
④
重
造
）。
（
51
）
昭
和
14
年
４
月
地
方
巡
業
の
演
目
未
詳
。
【
20
】
（
52
）
昭
和
15
年
正
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
古
靱
太
夫
の
役
場
は
、「
熊
谷
陣
屋
の
段
」
切
（
三
味
線
④
清
六
）。
（
53
）
近
世
の
「
因
講
」
に
由
来
す
る
演
者
の
組
織
で
、
昭
和
14
年
当
時
の
名
称
は
「
因
会
」。
昭
和
17
年
１
月
に
改
組
し
て
「
日
本
因
協
会
」
が
発
足
し
、
古
靱
太
夫
が
初
代
会
長
に
就
任
。
（
54
）
近
松
作
『
日
本
振
袖
始
』
五
段
目
を
増
補
改
作
し
た
文
楽
現
行
曲
「
大
蛇
退
治
の
段
」。「
中
座
の
大
蛇
退
治
」
と
あ
る
の
は
、
昭
和
15
年
１
月
大
阪
・
中
座
の
歌
舞
伎
『
神
代
物
語　
剱
』「
出
雲
簸
の
川
の
場
」
に
、
④
織
太
夫
・
⑦
団
六
他
文
楽
座
連
中
が
特
別
出
演
し
た
こ
と
を
指
す
。
【
21
】
（
55
）
前
掲
注
（
52
）。
（
56
）
昭
和
15
年
２
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
の
古
靱
太
夫
の
役
場
は
『
天
網
島
』
「
紙
屋
内
」
切
（
三
味
線
④
清
六
）。
（
57
）「
松
葉
屋
」
は
、
明
治
37
年
没
の
⑤
豊
沢
広
助
の
通
称
。
こ
こ
は
、
⑤
広
助
の
養
子
で
あ
る
⑦
広
助
を
指
す
か
。
【
22
】
（
58
）
白
井
松
次
郎
。
（
59
）
昭
和
13
年
９
月
22
日
消
印
の
鴻
池
宛
て
封
筒
に
は
、
竹
本
綱
太
夫
（
代
数
未
詳
）
の
墓
石
の
写
真
や
浄
瑠
璃
関
係
者
の
肖
像
写
真
な
ど
、
鴻
池
と
古
靱
太
夫
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
九
葉
が
入
っ
て
い
る
。
（
60
）
杉
山
其
日
庵
著
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』（
大
正
15
年
、
黒
白
発
行
所
）。
（
61
）
未
詳
。
（
62
）
森
下
辰
之
助
（
明
治
14
〔1881
〕―
昭
和
15
〔1940
〕）
ヵ
。
（
63
）
女
流
義
太
夫
の
豊
竹
小
仙
（
明
治
28
〔1895
〕―
昭
和
54
〔1979
〕）
ヵ
。
【
23
】
（
64
）
昭
和
15
年
５
月
四
ツ
橋
文
楽
座
公
演
に
お
い
て
、
古
靱
太
夫
門
の
豊
竹
竹
太
夫
が
⑤
竹
本
雛
太
夫
を
襲
名
し
た
こ
と
を
指
す
か
。
（
65
）
古
靱
太
夫
は
、
昭
和
15
年
７
月
四
ツ
橋
文
楽
座
の
納
涼
若
手
公
演
、
８
月
― 33 ―
東
京
・
明
治
座
公
演
に
は
不
参
加
。
９
月
下
旬
の
東
京
・
新
橋
演
舞
場
に
お
け
る
素
浄
瑠
璃
公
演
に
出
演
し
、『
絵
本
太
功
記
』「
尼
崎
の
段
」
切
（
④
清
六
）
を
語
っ
て
い
る
。
（
66
）
未
詳
。
（
67
）『
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』「
葛
の
葉
狐
別
れ
の
段
」。
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
未
詳
。
〔
演
者
名
一
覧
〕
・
⑦
中
車
【
１
】
・
三
二
改
め
野
澤
喜
八
郎
【
３
】
・
①
勝
平
（
↓
②
喜
左
衛
門
）【
３
】
・
⑧
三
二
【
３
】
・
三
二
改
め
蟻
鳳
【
３
】
・
曽
和
太
夫
【
３
】
・
②
若
太
夫
（
↓
②
嶋
太
夫
）【
３
】
・
①
春
太
夫
【
３
】
・
②
つ
ば
め
太
夫
（
↓
④
織
太
夫
↓
⑧
綱
太
夫
）【
６
】
【
13
】【
14
】【
16
】【
19
】【
20
】【
23
】
・
⑥
豊
澤
猿
糸
【
６
】
・
⑥
友
治
郎
【
７
】【
21
】【
22
】
・
①
燕
三
（
↓
燕
翁
）【
７
】
・
④
清
六
【
８
】【
９
】
・
亀
之
助
【
９
】
・
③
長
門
太
夫
【
９
】【
12
】
・
越
太
夫
〈
代
々
〉【
11
】
・
③
重
太
夫
（
↓
⑤
政
太
夫
）【
11
】
・
⑤
錣
太
夫
【
11
】【
16
】【
19
】
・
④
大
隅
太
夫
【
11
】【
16
】【
19
】【
22
】
・
⑦
文
字
太
夫
（
↓
⑥
住
太
夫
）【
11
】【
13
】【
14
】【
16
】【
18
】【
19
】
・
③
相
生
太
夫
（
↓
相
生
翁
）【
11
】【
16
】【
19
】
・
③
呂
太
夫
（
↓
⑩
若
太
夫
）【
11
】【
19
】
・
④
伊
達
太
夫
（
↓
⑦
土
佐
太
夫
）【
11
】【
18
】【
19
】
・
綱
太
夫
〈
代
々
〉【
12
】
・
摂
津
大
掾
（
②
越
後
太
夫
↓
）【
12
】【
18
】【
21
】
・
⑤
春
太
夫
【
12
】【
13
】【
14
】【
18
】【
21
】
・
⑥
広
助
【
12
】【
21
】
・
④
重
蔵
【
12
】
・
①
重
蔵
【
12
】
・
⑤
吉
弥
（
↓
⑤
吉
兵
衛
）【
12
】
・
岡
太
夫
【
12
】
・
山
城
掾
【
12
】【
21
】
・
①
古
靱
太
夫
【
12
】【
21
】
・
④
春
太
夫
【
13
】【
14
】【
18
】
・
④
叶
太
夫
【
13
】【
14
】
・
辰
五
郎
〈
代
々
〉【
15
】
・
②
吉
川
才
治
・
兵
吉
〈
代
々
〉【
15
】
・
⑦
駒
太
夫
【
16
】【
19
】
・
③
津
太
夫
【
16
】【
19
】【
22
】【
23
】
・
文
字
太
夫
〈
代
々
〉【
18
】
・
②
組
太
夫
【
18
】
― 34 ―
・
③
綱
太
夫
【
18
】
・
④
岡
太
夫
【
18
】
・
⑥
政
太
夫
（
④
重
太
夫
↓
）【
18
】
・
⑥
伊
勢
太
夫
【
19
】
・
⑦
団
六
（
↓
⑩
弥
七
）【
20
】【
23
】
・
④
広
助
【
21
】
・
住
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
紋
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
津
賀
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
湊
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
八
重
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
巴
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
播
磨
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
①
清
六
【
21
】
・
播
磨
少
掾
（
③
義
太
夫
）【
21
】
・
播
磨
大
掾
（
②
土
佐
太
夫
）【
21
】
・
名
護
屋
播
磨
太
夫
【
21
】
・
③
政
太
夫
【
21
】
・
綾
瀬
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
相
生
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
重
太
夫
〈
代
々
〉【
21
】
・
文
蔵
〈
代
々
〉【
21
】
・
④
長
登
太
夫
【
21
】
・
⑥
中
太
夫
【
21
】
・
⑤
弥
太
夫
【
21
】
・
②
団
平
【
21
】【
22
】
・
⑤
広
助
【
21
】
・
①
長
鳳
（
①
長
尾
太
夫
↓
）【
21
】
・
④
住
太
夫
【
21
】【
22
】【
23
】
・
②
大
助
【
21
】
・
②
叶
【
21
】
・
⑥
染
太
夫
【
21
】
・
⑤
駒
太
夫
【
21
】
・
②
津
嶋
太
夫
【
21
】
・
③
勢
見
太
夫
【
21
】
・
①
豊
造
【
21
】
・
④
才
治
（
↓
⑤
竹
沢
権
右
衛
門
）【
21
】
・
②
久
太
夫
【
21
】
・
④
浪
花
太
夫
【
21
】
・
⑧
染
太
夫
【
21
】
・
⑤
清
七
【
21
】
・
⑤
岡
太
夫
【
21
】
・
⑧
内
匠
太
夫
【
21
】
・
⑥
時
太
夫
【
21
】
・
⑥
組
太
夫
【
21
】
・
①
呂
太
夫
【
21
】
・
④
重
太
夫
（
⑥
む
ら
太
夫
↓
）【
21
】
・
⑥
綱
太
夫
【
21
】
・
⑧
紋
太
夫
【
21
】
・
②
津
太
夫
【
21
】
・
①
綾
瀬
太
夫
（
①
相
生
太
夫
↓
）【
21
】
・
⑤
吉
兵
衛
【
21
】
― 35 ―
・
⑥
吉
弥
【
21
】
・
⑥
三
二
【
21
】
・
②
広
左
衛
門
【
21
】
・
⑤
友
治
郎
【
21
】
・
浜
太
夫
改
め
④
竹
本
津
賀
太
夫
【
21
】
・
④
む
ら
太
夫
【
21
】
・
②
竹
本
長
尾
太
夫
【
21
】
・
⑤
鶴
澤
豊
吉
【
21
】
・
⑤
友
次
郎
【
21
】
・
③
友
之
助
【
21
】
・
④
豊
吉
改
め
⑦
鶴
澤
伝
吉
【
21
】
・
③
清
十
郎
【
22
】
・
③
大
隅
太
夫
【
22
】
・
浜
右
衛
門
（
代
数
未
詳
）【
22
】
・
小
仙
【
22
】
・
竹
澤
龍
造
（
↓
豊
竹
和
田
太
夫
）【
23
】
・
野
澤
八
百
蔵
（
代
数
未
詳
）【
23
】
・
竹
本
由
良
太
夫
（
代
数
未
詳
）【
23
】
・
竹
本
春
尾
太
夫
（
代
数
未
詳
）【
23
】
・
江
戸
八
十
太
夫
事
春
太
夫
【
23
】
・
⑤
土
佐
太
夫
事
播
磨
翁
【
23
】
〔
作
品
名
一
覧
〕
・
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
【
１
】【
２
】【
11
】【
11
】【
12
】【
16
】【
22
】【
23
】
・
北
条
時
頼
記
【
２
】
・
伊
賀
越
【
２
】【
11
】【
18
】
・
姫
小
松
子
の
日
遊
【
３
】
・
伊
勢
物
語
（
チ
ョ
ボ
）【
３
】
・
健
仁
寺
供
養
【
５
】
・
復
鳥
羽
恋
塚
【
５
】
・
紀
三
井
寺
【
５
】
・
傾
城
躑
躅
ヶ
岡
【
５
】
・
山
王
権
現
八
千
代
玉
垣
【
５
】
・
隅
田
川
（
加
賀
）【
５
】
・
風
流
た
ば
こ
恋
集
【
５
】
・
嬌
柳
妹
背
之
的
【
５
】
・
敵
討
稚
文
談
【
７
】
・
誠
忠
義
士
銘
々
伝
【
９
】
・
廓
景
色
雪
之
茶
会
【
９
】
・
義
経
千
本
桜
【
９
】【
11
】【
12
】
・
夏
祭
浪
花
鑑
【
11
】【
12
】
・
木
下
狭
間
合
戦
【
11
】【
11
】
・
源
平
布
引
滝
【
11
】
・
祇
園
祭
礼
信
仰
記
【
11
】
・
玉
藻
前
曦
袂
【
11
】【
11
】
・
鬼
一
法
眼
三
略
巻
【
11
】
・
彦
山
権
現
誓
助
剱
【
11
】【
11
】
・
絵
本
太
功
記
【
11
】
・
大
江
山
酒
呑
童
子
【
11
】
・
箱
根
霊
験
躄
仇
討
【
11
】
・
里
見
八
犬
伝
【
11
】
― 36 ―
・
生
写
朝
顔
話
【
11
】【
19
】
・
三
日
太
平
記
【
11
】
・
伽
羅
先
代
萩
【
11
】【
12
】
・
鎌
倉
三
代
記
【
11
】
・
奥
州
安
達
原
【
11
】
・
八
陣
守
護
城
【
11
】【
12
】
・
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
【
11
】
・
大
和
錦
朝
日
旗
揚
【
11
】
・
三
国
無
双
奴
請
状
【
12
】
・
花
上
野
誉
石
碑
【
12
】
・
近
江
源
氏
先
陣
館
【
12
】
・
冥
途
の
飛
脚
【
12
】【
17
】
・
一
谷
嫩
軍
記
【
12
】【
20
】【
21
】【
22
】
・
菅
原
伝
授
手
習
鑑
【
12
】【
19
】
・
嬢
景
清
八
島
日
記
【
16
】
・
勧
進
帳
【
16
】
・
三
十
三
間
堂
棟
由
来
【
16
】
・
団
子
売
【
16
】
・
摂
州
合
邦
辻
【
18
】
・
道
中
膝
栗
毛
【
19
】
・
増
補
日
本
振
袖
始
（
歌
舞
伎
『
神
代
物
語　
剱
』）【
20
】
・
心
中
紙
屋
治
兵
衛
【
21
】
・
芦
屋
道
満
大
内
鑑
【
23
】
※
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
「
特
色
あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
」
（
09351900
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
